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　一人の小こ男おとこが歩いていた。とても奇き妙みょうな男だった。黒い羽は根ねをぬいつけたマントを頭からすっぽりとかぶり、両りょう手てに大きな荷に物もつをかかえている。

　それなりに重おもそうな荷物だったが、男の足どりは軽かるかった。ひと足ひと足、まるでふわっととんでいるかのようだ。着ちゃく地ちするたびに、ばさばさっと、羽音のような音がした。それに、マントの中からちらりちらりとのぞくのは、なにやら黒いくちばしのように見える。

　奇妙な男は、せまい路ろ地じをすりぬけるように歩きつづけ、やがて小さな店の前で立ちどまった。

「ごめんくださいまし。ヨガラス宅たく配はい便びんでございます。銭ぜに天てん堂どうのおかみさんに、鬼おに火び堂どうさんよりおとどけものでございます」

　小こ男おとこがしわがれた声でよびかけると、店から大きな女が出てきた。背せたけは小こ柄がらな男の倍ばいはありそうで、体つきも堂どう々どうたるものだ。女はにっこりと笑わらった。

「ご苦く労ろうさんでござんす。どうぞ、そこにおいてくださんせ。おとどけ代だいはおいくらでござんす？」

「いえ、お代のほうは、もう鬼おに火び堂どうさんからいただいておりますので」

「まあまあ。そうでござんしたか。じゃ、これをどうぞ。なに、ほんの気き持もちでござんすよ」

「夜よ風かぜゼリーですか。これはありがたい。いただきます」

　うれしそうにお菓か子しを受うけとったあと、小男は深ふか々ぶかと頭をさげた。そして、くるりと背をむけたとたん、もうそのすがたは見えなくなっていた。ただ、ばさばさっと大きな音がして、それがあっというまに遠ざかっていっただけだ。

　一人になったおかみは、受けとった荷に物もつを店の中にはこび、つつみ紙をといていった。出てきたのは、小さな機き械かいのようなものだった。中にはたくさんの、からのカプセルがつまっている。

「ふふふ。鬼おに火び堂どうさんにたのんでいたものが、ようやくできあがったんでござんすね。これで、より多くの幸こう運うんのお客きゃくさまをゲットできるというもの。いわば、これは銭ぜに天てん堂どうの支し店てんでござんすね。さて、この販はん売ばい機き、いったいどこにおきますかねえ」

　おかみは楽しそうに笑わらいながら、しばらくのあいだ考えていた。
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　秀ひで元もとは息いきをきらしながら、暗くらい夜の道を走っていた。走っても走っても、うしろからやつらが追おいかけてきているような気がする。

　ちくしょう。警けい察さつめ。おれみたいなこそどろをわざわざ見はってやがるなんて。なんてせせこましいやつらなんだ。ねらうなら、もっと大おお物ものをねらえばいいじゃねえか。

　思わず心の中でののしった。

　そう。秀元はどろぼうなのだ。それも、さえないこそどろだ。うではわるいし、度ど胸きょうもない。空あき巣すをしたり、コンビニで万引きをするくらいがせいぜいで、それすら失しっ敗ぱいすることも、しばしばだ。

　今回もそうだった。小こ腹ばらがすいたので、コンビニでおにぎりを万引きしたところ、男たちがわらわらっと出てきたのだ。

　あ、やばい！

　どろぼうならではの勘かんで、男たちが私し服ふく警けい官かんだと気づいた。気づいたときには走りだしていた。秀元はそばにあった路ろ地じにとびこみ、あとは足にまかせ、必ひっ死しで逃にげた。どこをどう走っているかなど、まったくわからなかった。とにかく逃にげなくてはという思いしかなかったのだ。

　とうとう完かん全ぜんに息いきがあがってしまい、秀ひで元もとは立ちどまった。耳をすましてみたが、なにもきこえてこない。逃げきることができたようだ。暗くらい夜で、逃げこんだ路ろ地じが入りくんでいたことが幸さいわいしたらしい。

　秀元はぜえぜえしながら、きたない地じ面めんにすわりこんだ。ひざがふるえていた。呼こ吸きゅうもなかなかもとにもどらない。もう四十六歳さいだ。十代だい、二十代のころは体力まかせに逃げることもらくだったが、このごろはそうもいかない。

　次つぎこそつかまるかもしれない。次こそ逃げきれないかもしれない。その恐きょう怖ふ感かんが、べっとりと秀元の心にこびりついていた。

　ああ、らくになりたい。このぞっとするような恐怖から、自じ由ゆうになりたい。

　心の底そこから思ったときだ。ふとなにかの気け配はいを感じて、秀元はふりむいた。

　すぐうしろ、路地のいちばん奥おくに、小さな店があった。古びたたたずまいの店で、「銭ぜに天てん堂どう」とりっぱな看かん板ばんがかかっている。深しん夜やに近い時間だというのに、店は営えい業ぎょうしているようだ。

　いったいなんの店だと目をこらし、秀ひで元もとはおどろいた。ならんでいるのは、色とりどりの菓か子しだったのだ。

　駄だ菓が子し屋やか。子どものころ、よく行ったっけ。そういえば、おれの最さい初しょのぬすみも、駄菓子屋でだった。店番のばあさんの目をぬすんで、真まっ赤かなゼリーをポケットにつっこんで、胸むねをどきどきさせながら店を出たんだ。あれから、おれは正しい道をふみはずして、どろぼうの道を歩きだしちまったんだ。

　うらめしさとなつかしさをおぼえながら、秀元はすいよせられるように駄菓子屋に近づいていった。警けい察さつがいつ追おいついてくるともわからない。今すぐここをはなれたほうがいい。そうわかっているのに、この駄菓子屋の菓子たちは、秀元の心をとらえてはなさなかった。

「もてもてもち」、「仮け病びょうラムネ」、「海かい賊ぞくアーモンド」、「お天気あめ」、「もじゃもんじゃ焼やき」、「天てん狗ぐソーダ」、「ピノキオピッキー」、「真ま夜よ中なかようかん」。どれもこれも見たことがない駄菓子ばかりで、秀元はおもしろくてたまらなかった。

　次つぎ々つぎと菓か子しを見てまわっていたときだ。ゆらりと、店の奥おくの暗くらがりから大きな影かげがすべりでてきた。ぎょっとする秀ひで元もとの前で、影は大きな女となった。

　秀元よりも頭二つ分は背せの高い、大おお女おんなだった。赤あか紫むらさき色いろの着き物ものを着て、かんざしをたくさんさしている。顔はまだ若わかいのに、髪かみの毛は真まっ白しろだ。赤くぬったくちびるに、みょうに意い味みありげな笑えみをうかべている。

　こいつはただもんじゃない。

　秀元はふるえだしていた。だが、逃にげることもできない。まるで、自分の影をぬいとめられてしまったかのように、体がまったくうごかせないのだ。

　と、大女がていねいに頭をさげてきた。

「深しん夜や営えい業ぎょう中ちゅうの銭ぜに天てん堂どうにようこそ。ゆっくり見ていってくださんせ」

「あ、え、あの……」

「この銭天堂は、幸こう運うんのお客きゃくさまのねがいをかなえる店。お客さまが必ひつ要ようとしている品しなが、きっと見つかるはずでござんす。さがすのがめんどうでしたら、こちらでおさがしいたしましょう。さ、ご遠えん慮りょなさらずに、なんなりとほしいものをおっしゃってくださんせ」

　さあっと、女はせまってきた。その気き迫はくにおされて、秀ひで元もとはぽろりと本心をこぼしていた。

「ぬすみの名人になりたいんだけどな。だれよりもすごうでで、つかまることなんて考えられないような、伝でん説せつ的てきなどろぼうになりたいんだ」

　いったあとで、秀元はしまったと思った。これじゃ、自分はどろぼうですと、白はく状じょうしているようなものじゃないか。

　秀元は、冗じょう談だんだよといいわけしようとした。が、それより早く、女がうなずいてきた。

「それならば、うってつけのお品しながござんす。ちょいとお待まちを」

　そういって、女は奥おくの棚たなからなにかを持もってきた。

　それは、菓か子しパンだった。いちめんに白い砂さ糖とうがまぶしてあって、あげパンか、あげドーナツという感かんじだが、形は変かわっていた。口ひげみたいな形をしているのだ。包ほう装そうの透とう明めいのビニール袋ぶくろには、「怪かい盗とうロールパン」と書いてあった。

　秀元の心しん臓ぞうがどくどくと脈みゃく打うちだした。

　これはおれのだ！　おれのものになるべき運うん命めいなんだ！

　こんなふうになにかをほしいと思ったことは、一度どもなかった。金かねよりも宝ほう石せきよりも、この小さな菓か子しパンが貴き重ちょうでだいじに思える。

　くいいるように菓子パンを見つめる秀ひで元もとに、女があまったるくささやいてきた。

「怪かい盗とうロールパンでござんす。これこそ、お客きゃくさまがおもとめになっているものかと。いかがでござんす？　お代だいは百円でござんすよ？」

　秀元は、いそいでポケットの中の小こ銭ぜにをさぐった。なぜか、ぬすんでしまおうとは思わなかった。いや、ぬすむことなど、頭にうかびもしなかったのだ。

　出された百円玉を、女は笑え顔がおで受うけとった。

「あい。たしかに。昭しょう和わ五十六年の百円玉でござんす。では、こちらをどうぞ」

　さしだされた怪盗ロールパンを、秀元はひったくった。

　やったやったやった！

　宝たからくじで一億おく円えんあたったときのような、頭がくらくらするようなよろこびがこみあげてくる。

　そんな秀ひで元もとに、女がみょうなことをささやいてきた。

「おあそびは、ほどほどになさるのがよろしゅうござんすよ。世よの中なかには、お客きゃくさまを上うわまわる運うんの持もち主ぬしもいらっしゃいますからねえ。そのことをわすれると、ひょっとすると……」

　だが、そんな忠ちゅう告こくなど、秀元はどうでもよかった。怪かい盗とうロールパンを手に入れたのだから、もうここには用はない。一人になりたくて、店をとびだしていた。

　あっというまに、秀元は、暗くらくてしんとした路ろ地じ裏うらに立っていた。人がいないのをたしかめてから、秀元は怪盗ロールパンをじっくりと見つめた。見れば見るほど、ひきつけられた。袋ふくろには、こんなことが書いてあった。


〈変へん幻げん自じ在ざいの変へん装そうに、しのび歩きはお手のもの。だれにも気づかれることなく、大だい胆たんかつ華か麗れいなぬすみをしてのける怪盗ルパン。そんなルパンにあこがれるきみには、この怪盗ロールパンがおすすめだ。食べれば、たちまち〝ルパン能のう力りょく〟がそなわるぞ！　きみの顔はだれにもおぼえられないし、きみがぬすむところはだれにも気づかれない。いざ、エレガントに怪盗の世せ界かいへふみだそう！〉



　ふみだすともさ！

　秀ひで元もとはビニール袋ぶくろをやぶって、中の菓か子しパンをとりだした。外に出すと、怪かい盗とうロールパンはますます魅み力りょくをましたようだった。いちめんにまぶしてある砂さ糖とうが、小さなダイヤモンドのようにきらきらとかがやいている。

　がぶりと、秀元はパンにかぶりついた。パンはおいしかった。外そと側がわはかりっとしていて、中はホットケーキのようにふんわりもっちりしている。まぶしてある砂糖のあまみも、これまたたまらない。

　腹はらがへっていたこともあり、四よ口くちほどで秀元はパンを食べきってしまった。すると、ふしぎな気分になった。なんだかもう、こわいものなどなにもないという感かんじだ。

　秀元は立ちあがり、ゆったりとした足どりで路ろ地じをぬけだした。明るい表おもて通どおりへ出ると、ちょうど数人の男たちがこっちにやってくるところだった。その顔の一つに見おぼえがあった。さっき自分を追おいかけてきた私し服ふく警けい官かんだ。

　いつもならぎくりとして、あわてて横よこ道みちにそれていただろう。あるいは、くるりときびすを返かえして、ひたすら逃にげたことだろう。

　だが、怪かい盗とうロールパンを食べたせいか、秀ひで元もとはおちついていた。まっすぐ前をむき、男たちのほうへ歩いていった。男たちの顔がどんどん近くなる。目と目が合ったときは、さすがに「やばいかな」とも思った。でも、警けい官かんはすぐに秀元から目をはなし、すれちがって行ってしまった。

　秀元はにんまりとした。怪盗ロールパンの力はたしからしい。やつらには、おれの顔がわからなかったんだ。ルパンのような変へん装そう能のう力りょくが、今のおれにはそなわっているんだ。やったぜ！　これでもう、つかまる心しん配ぱいはねえ。それどころか、なんでもかんでもぬすみほうだいじゃねえか！

　秀元はこおどりしながら、夜道を走っていった。

　さあ、それからの秀元はぬすみにぬすんだ。もう空あき巣すなんて、けちなまねはしない。大きな宝ほう石せき店てんに真まっ昼ぴる間まから堂どう々どうとのりこみ、店てん員いんの前でかばんに宝石をつめこみ、堂々と出ていく。

　それでも、だれも秀元のしわざには気づかない。たとえ、ぬすまれたことに気づいて追おいかけてきても、秀元の顔がわからず、けっきょくは見うしなってしまう。

　このふしぎなぬすみに、マスコミもさわぎだした。毎日のように自分のことが新聞にのることに、秀ひで元もとはわくわくするようなよろこびをおぼえた。

　みんなが、このおれに注ちゅう目もくしている。おれってば、めちゃめちゃすげえじゃねえか。ようし。ここはひとつ、怪かい盗とうルパンのように挑ちょう戦せん状じょうを出してやろうかな。そうしておいて、みごとにえものをぬすめば、おれの名めい声せいはさらにあがるじゃんか。

　それからというもの、秀元は「怪盗ルパン」の名前で警けい察さつ署しょに挑戦状を送おくるようになった。「何月何日、何時何分、◯◯宝ほう石せき店てんのティアラをいただく。とめられるものなら、とめてみよ。怪盗ルパン」と。そして、厳げん重じゅうな警けい備びのなか、いつもかんたんに、ねらったえものをぬすみだした。

　たまらなくおもしろかった。警察の鼻はなをあかしてやったという興こう奮ふんとスリル。おれはすごいという優ゆう越えつ感かん。マスコミが無む能のうな警察をたたくのも、胸むねがすいた。こたえられないとは、このことだ。

　秀元はますます、ぬすみがやめられなくなっていった。「～がほしい」という思いは消きえ、「ぬすみたいから」という衝しょう動どうにつきうごかされた。
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　怪かい盗とうルパンとなってからひと月半ほどたった、ある日のこと。秀ひで元もとは、外国からすばらしい王おう冠かんが日本に貸かしだされていることを知った。ロシアの王おう族ぞくのものだったという王冠で、大おお粒つぶのエメラルドと真しん珠じゅがちりばめられ、目もくらむほど美うつくしい。

　こいつはすごいと、秀元は舌したなめずりをした。まさに「怪盗ルパン」のえものとして、ふさわしいじゃないか。なるほど。博はく物ぶつ館かんで展てん示じされているのか。それじゃ、いただきにあがるとするか。

　いつものように、警けい察さつとマスコミに挑ちょう戦せん状じょうを送おくりつけてから、秀元は博物館にでかけていった。怪盗ルパンが王冠をねらっていると、すでに知れわたっていたので、博物館の警けい備びはものすごかった。こんなにしっかりやってくれるとは、ありがたいねえと、秀元は心の中でほくそえんだ。

（だけど、おきのどくさま。そんなもん、まったく通用しねえんだよ。このおれの、怪盗ロールパンの能のう力りょくにはな）

　にやつきながら、警けい備び員いんのわきをすりぬけ、秀元はお目当ての王冠の前に立った。王冠は、特とく殊しゅなガラスのケースの中で、さんぜんとかがやいていた。テレビや雑ざっ誌しで見たよりも、何なん倍ばいもごうかに見える。

　こいつは売らないで、おれのコレクションにくわえてやろう。ときどきはかぶって、王さま気分になるってのも、わるくない。

　そんなことを考えながら、秀ひで元もとはガラスケースにふれた。たったそれだけで、かちりと、ケースのかぎがひらいた。秀元はやすやすとケースから王おう冠かんをとりだし、かばんの中に入れた。

　まわりには、人がいっぱいいるが、だれもさわがなかった。秀元のやったことが見えていないのだ。みんながことに気づくのは、秀元がここをずらかって一分くらいしてからだろう。

　笑わらいながら、人ごみをすりぬけ、出口をめざしたときだった。がちゃりと、異い様ような感かん触しょくが手首に走った。同時に、大きな声がひびきわたった。

「怪かい盗とうルパン！　窃せっ盗とうの現げん行こう犯はんで逮たい捕ほする！」

　がくぜんとして、秀元はふりむいた。ごつい感じの中年の男がいた。そのするどい目は、しっかりと秀元をにらみつけている。秀元は思わず逃にげようとした。だが、逃げられなかった。手には手て錠じょうがはまっていたのだ。

　どうして！　どうしてわかった？　どうしてつかまっちまったんだ！

　混こん乱らんのあまり、体に力が入らない。

　そんななか、ざわざわとさわぎがひろがっていった。

「王おう冠かんがないわ！」

「ねえ。今、ルパンが逮たい捕ほされたって……」

「おい、あれか？　あれなのか？」

「なんだよ。ただのおっさんじゃん。ほんとルパンか？」

　ばたばたと、人ごみをかきわけて、数人の警けい官かんがかけつけてきた。

「三み河かわ刑けい事じ！」

「おう。ごらんのとおりだ。こいつがルパンだ。ほれ、論ろんより証しょう拠こだ」

　三河刑事とよばれたごつい男は、秀ひで元もとのかばんをひったくり、中から王冠をとりだした。

　おおおっと、どよめきが起おきた。つづいて、べつのささやきがひろがっていった。

「あの人、伝でん説せつの刑けい事じだぜ」

「おれも知ってる。三み河かわっていや、徳とく川がわ銀ぎん行こうの強ごう盗とうをつかまえた人じゃん」

「あと、京きょう都との誘ゆう拐かい事じ件けんも。あたし、おぼえてる」

「あの人がルパンをつかまえたんだ。……やっぱ警けい察さつってすごい」

　みんなの注ちゅう目もくは、いまや三み河かわ刑けい事じにうつっていた。しょぼくれている怪かい盗とうルパンこと、秀ひで元もとにはだれも見むきもしない。そのことがまた秀元を打うちのめした。

　バシバシと、カメラマンたちからはげしいフラッシュをあびせかけられながら、秀元はひったてられて、パトカーに乗のせられた。

　せまい車の中で、ようやく秀元はわれに返かえった。おれはつかまった。つかまるはずがないのに、つかまった。

「ど、どうしてだよ！」

　思わず頭をかかえこんで、さけんでいた。

「こんなはずはねえ。おれは怪かい盗とうルパンだ。つかまるはずがないんだ。こんなの、夢ゆめだ！　夢だ！　こんなのあるわけない！」

「いや、現げん実じつだよ」

　いつのまにか、あの三み河かわ刑けい事じが秀ひで元もとのとなりにすわっていた。ぎろっと、三河刑事は秀元をにらんできた。

「おれが事じ故こで入にゅう院いん中ちゅうのあいだに、ずいぶん荒あらかせぎをしてくれたみてえじゃねえか、このやろう。警けい察さつをさんざんこけにしやがって。これから塀へいの中で、たっぷりつぐなってもらうからな」

　刑けい務む所しょのことをつきつけられ、秀元はふるえあがった。それでも観かん念ねんできず、しぶとくわめいた。

「夢ゆめだ！　こんなのあるわけないんだ！　おれがつかまるはずが……」

「へえ。なんだって、そういえるんだよ？」

「だって、おれはルパンだから。あの駄だ菓が子し屋やの菓か子しを食ったんだ！　その怪かい盗とうルパンが、警けい察さつなんかにつかまるはずが……」

「おい！」

　ぐいっと、三河刑事が秀元のえりもとをつかんできた。顔色がすこし変かわっていた。
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「おまえがいってる駄だ菓が子し屋やってのは、もしかして銭ぜに天てん堂どうって店か？」

「えっ？」

　秀ひで元もとは目をむいた。なんでこの刑けい事じが、あの駄菓子屋のことを知っているんだ？

「刑事さん……あ、あ、あんた、あの店を……」

「ああ、知ってるぜ」

　ますます秀元は青ざめた。ずきんずきんと、心しん臓ぞうがいやな音をたてている。

「おまえ、あそこで、なにを買ったんだ？」

「……怪かい盗とうロールパン」

「ん？　そういや、そういうのもたしかにおいてあったな。おまえ、あんなのを買ったのかよ？　どうしようもねえな」

「お、おれのことはもういいから！　刑事さん。どうしてあの店、知ってんだよ？」

　ふっと笑わらって、三み河かわ刑けい事じは秀元のえりもとをはなした。

「ガキのころから、わるいやつをとっちめる人間になりたくてなあ。警けい察さつ学がっ校こうに入学したとき、あの駄だ菓が子し屋やにひょっこりたどりついたんだ。で、『正せい義ぎの味み方かた、ヒーロー刑デ事カプリン』って菓か子しを買ったのさ。あれを食ったおかげか、どんな悪あく事じも今まで見のがしたことはねえ」

　三み河かわ刑けい事じはにやりと笑わらってみせた。

「というわけだ、怪かい盗とうルパンさんよ。正義の味方につかまったってことで、あきらめな」

「な、納なっ得とくがいかねえよ！」

　秀ひで元もとはさけんだ。

「お、同じ店の菓子じゃねえか。それなのに、おれが買った怪盗ロールパンのほうが、あ、あんたのヒーロー刑デ事カプリンよりもききめが弱かったなんて。そ、そんなの納得いかねえ！」

　そこまでさけんだとき、秀元はふいに思いだした。あの店の女が最さい後ごにいった言こと葉ばを……。

　――「おあそびは、ほどほどになさるのがよろしゅうござんすよ。世よの中なかには、お客きゃくさまを上うわまわる運うんの持もち主ぬしもいらっしゃいますからねえ。そのことをわすれると、ひょっとすると……」

　三み河かわ刑けい事じは「車を出せ」と、運うん転てん席せきの警けい官かんにいった。

　死し人にんのような顔をしている秀ひで元もとを乗のせ、パトカーは走りだした。




　江え城しろ秀ひで元もと。四十六歳さい。昭しょう和わ五十六年の百円玉の男の人。
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　千ち里さとは薬やっ局きょくにむかっていた。お母さんが朝から具ぐ合あいがわるそうだったので、薬くすりを買ってきてあげようと思ったのだ。

　どの薬を買うかはわかっている。頭が痛いたいときに飲のむ薬。お母さんがいつも飲んでいるから、よく知っている。名前はちょっとおぼえていないけど、箱はこを見れば、すぐにわかるはず。

　とにかく早く買ってきてあげよう。もう幼よう稚ち園えんの年長組なんだから、お買かい物ものぐらいかんたんだ。薬局の場ば所しょだってわかっている。ぜったい、まようはずがない。

　ところが、千里はぜんぜんちがうところに来てしまった。気づいたら、うす暗ぐらい細い路ろ地じに立っていたのだ。目の前にお店が一軒けんあるだけで、あとはなんにもない。こんなところに、どうして来てしまったのだろう。

　目をぱちぱちさせながら、千里はお店を見た。お菓か子し屋やさんだ。たくさんお菓子がならんでいる。お菓子にひきよせられ、千里はお店の中に入ってしまった。

　見たこともないお菓子がたくさんあった。すごくきれいなものもあれば、ちょっとどきどきするようなものもある。でも、どれもこれもすてきだ。なんでもかんでもほしくなってしまうけど……。いったいどうしたらいいんだろう？

　まよっていると、声をかけられた。

「いらっしゃいませ、幸こう運うんのお客きゃくさま」

　大きな女の人が、ゆったりと店の奥おくから出てくるところだった。千ち里さとのお父さんよりも背せが高く、ふっくらとした女の人だった。ぶどう色の着き物ものを着ている。髪かみの毛はおばあさんみたいに真まっ白しろだったが、顔はゆで卵たまごのようにつるりとしている。赤いくちびると、たくさんのガラス玉のかんざしが、やたらときらきらして見えた。

　その人は千里のほうにかがみこんできて、にっと笑わらった。

「さて、なにがおのぞみでござんしょう？　お客さまののぞみをおっしゃってくださんせ」

　あまくてやさしげなささやきに、千里はほとんどなにも考えずに答えていた。

「お医い者しゃさまみたいになりたいの。病びょう気きをなおせる人になりたいの」

　そう。お医者さまになるのが千里の夢ゆめだった。お医者さまになって、頭が痛いたくなるお母さんをなおしてあげたい。ほかの人たちも、いっぱいいっぱいなおしてあげたい。いつもそう思っていたのだ。

　女の人がにこりと笑わらった。

「やさしいお客きゃくさまには、とびきりの幸こう運うんがもたらされるものでござんす。お医い者しゃさまになりたいのでござんすね？　ならば、これなどがよろしゅうござんしょう」

　女の人は黒い手さげかばんを奥おくから持もってきて、ぱかりとひらいてみせた。

　かばんの中には、湯ゆのみくらいの大きさのびんが、たくさん入っていた。どのびんにも、薬くすりのカプセルのような形をしたラムネが、ぎっしりと色ちがいで入っている。折おりたたまれた白はく衣いと黒ぶちのメガネも入っていた。

「ドクターラムネキットでござんす。ごらんのとおり、お薬ラムネ、白衣、先生メガネがセットとなっているものでござんす」

　もう声もなく、千ち里さとはドクターラムネキットを見つめていた。こんなすごいものは見たことがない。そして、こんなにほしいと思ったものもない。心の底そこから、千里はドクターラムネキットがほしかった。でも、きっととても高いにきまっている。

　と、千里の心を読んだかのように、女の人がさらりといった。
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「おねだんは、たったの十円でござんす。十円で、これはお客きゃくさまのものになるんでござんすよ」

　目をかがやかせて、千ち里さとは十円をはらった。

「はい。たしかに平へい成せい三年の十円玉。本日のお宝たからでござんす。では、これはお客さまのものでござんす。お買いあげ、ありがとうござんした」

　女の人は、かばんを千里にわたしてくれた。そして、心にしみとおるようなふしぎな声でいった。

「お菓か子しとして楽しみたいのであれば、そのままラムネを食べるとようござんす。お医い者しゃさまとして活かつ躍やくしたいのであれば、ラムネは食べないで、白はく衣いと先生メガネをつけるとようござんす。そのあとのことは、メガネが教えてくれましょう。おわかりいただけたでござんすか？」

「はい！」

　かばんをだきしめながら、千里は何なん度どもうなずいた。女の人がいったことは、よくわかった。ドクターラムネキットをつかってお医者さまになりたいときは、白衣とメガネをつけなくちゃいけない。そのことを頭にきざみつけた。

　そのあと、いったいどこをどう歩いたものか。われに返かえったときには、千ち里さとは自分の家にもどっていた。

　お母さんは、まだソファーの上でぐったり横よこになっていた。千里がでかけたことにも、帰ってきたことにも、気づいていないみたいだ。きょうはとてもつらそうだ。早く、らくにしてあげないと。

　千里はドクターラムネキットのかばんをひらき、白はく衣いを服ふくの上から着きた。白衣は、まるで千里のためにあつらえられたかのように、ぴったりだった。

　つづいて、黒ぶちのメガネをかけた。すると、お母さんの頭の上に、もやもやとした黄色いけむりが立ちのぼっているのが見えた。あまりよくない感かんじの色のけむりだ。きっとあれがお母さんの頭ず痛つうの原げん因いんだ。でも、どうしたらいいんだろう？

　そう考えたときだ。メガネがしわがれた声でささやいてきた。

「黄色の頭痛には、黄色のラムネじゃ。黄色の痛いたみどめラムネをあたえるのじゃ」

　千里はびっくりしてメガネをはずした。

「今しゃべったのは……メガネさん？」

　でも、メガネはだまりこんで、もうなにもしゃべってくれない。お母さんのほうを見たけれど、黄色いけむりは見えなくなっていた。

「もしかして、メガネをかけてるときだけ見えるのかな？」

　はたして、おそるおそるメガネをかけてみると、また黄色のけむりが見えた。そして、ふたたびあの声がきこえてきた。

「なにをぐずぐずしとるのじゃ、見み習ならい。黄色のラムネを病びょう人にんに食べさせてやるのじゃ。はよう、らくにしてやるのじゃ」

　メガネは、まるでベテランのお医い者しゃさまのように、きびきびといってきた。

「は、はい！」

　千ち里さとはあわててかばんの中をかきまわし、黄色のラムネがいっぱい入ったびんを見つけだした。

「いくつあげればいいの？」

「ふむ。この患かん者じゃは、だいぶ長いこと苦くるしんできたようじゃ。ならば二つじゃな。それで頭ず痛つうはおさまろうし、二度どと痛いたくなることもなかろうて」

「二つね！」

　千ち里さとはラムネを二ふた粒つぶ出して、お母さんのところにかけよった。

「お母さん。お母さん、起おきて」

　お母さんがおっくうそうに目をあけた。

「どうしたの、ちぃちゃん？　そんなかっこうして」

「今、千里は先生なんだよ。お母さんにお薬くすりあげるから。はい、これ。食べて」

「お医い者しゃさんごっこ？　わるいけど、今ちょっと……」

「ごっこじゃないよ。おねがい。おねがいだから、ちゃんと食べて！」

　必ひっ死しで千里がたのんだので、お母さんはとうとうラムネを口に入れた。ろくにかみもしないで飲のみくだす。

「さあ、飲みましたよ。だから、ちょっとお母さんを寝ねかせてね。ほら、お薬を飲んだあとは、ねむらないと……」

　でも、千里はお母さんの言こと葉ばをきいていなかった。お母さんの頭の上に立ちこめていた黄色いけむり。それが、みるみるうすれはじめたのだ。それと同時に、お母さんの顔色もぐんぐんよくなりだした。

　お母さんもそれがわかったのだろう。目をまるくして、つぶやいた。

「どうしたのかしら。急きゅうに痛いたみがなくなったわ。へんね。今の今まで痛かったのに」

　わけがわからないと、めんくらっているお母さん。

「もうだいじょうぶじゃ」

　満まん足ぞくそうにメガネがいった。千ち里さとも大満足だ。

「もっと病びょう気きの人をたすけたいな。外に行こうよ、メガネさん」

「わしのことは先生とよべ。おう。行こうぞ、見み習ならい。往おう診しんじゃ」

　千里は先生メガネをかけたまま、ドクターラムネキットのかばんを持もって、外にとびだした。

　近くの商しょう店てん街がいを歩くと、顔なじみのおじさんやおばさんが笑え顔がおで声をかけてきてくれた。

「おや、すてきなかっこをしてるじゃないか、ちぃちゃん」

「お医い者しゃさまかい？　りっぱだねえ」

「ありがと」

　お礼れいをいいながら、千ち里さとはあちこちを見まわし、病びょう気きの人はいないか、さがした。

　そして見つけた。漬つけ物もの屋やのおばさんの頭の上に、けむりが出ている。青あお紫むらさき色いろのけむりだ。

「ほほう。あれは胃いが痛いたいというけむりじゃ。見み習ならい、青いラムネを出してやれ。一ひと粒つぶじゃ」

「うん。わかった」

　千里は青いラムネを一つ出して、漬け物屋のおばさんに話しかけた。

「こんにちは、おばさん」

「あら、ちぃちゃん。どうしたの、そんなかっこうして？」

「きょう、千里はお医い者しゃさまなの。おばさん、おなかが痛いんでしょ？　これあげるから、食べて」

「……なんでわかったの？　あたしがおなか痛いって」

「千ち里さとはお医い者しゃさまだから。だからほら、食べてよ」

「まあまあ。ありがと」

　おばさんは、あまりラムネを食べたい気分ではなかったようだが、千里がじっと見つめたので、しぶしぶラムネを口の中に入れた。

　すると、効こう果かてきめん。頭の青あお紫むらさき色いろのけむりが消きえ、白っぽかった顔に血ちの気けがもどってきた。

「ち、ちぃちゃん。なんだか、痛いたいのがどっか行っちゃったよ。な、なんだったの、今の？」

「お薬くすりだよ。よくなってよかったね。じゃ、またね」

　千里は次つぎの患かん者じゃをさがしに行った。

　それから何日も、千里はお医者さまのかっこうをして、黒いかばんを持もってご町内をかけまわった。病びょう人にんやけが人を見つけては、かたっぱしからお薬ラムネでなおしていった。

　足の痛い人、こしの痛い人、かぜでせきがとまらない人、気き持もちのわるい人、胸むねが痛いたい人。ご近きん所じょの猫ねこや犬までなおしてあげた。みんなから苦くるしそうな表ひょう情じょうが消きえるのを見るのが、千ち里さとはいちばんうれしかった。

　先生メガネとのおしゃべりも楽しかった。メガネは、どのラムネをつかえばいいか教えてくれるだけでなく、公園などにはえている薬やく草そうやその使い方を教えてくれた。千里は、自分で薬くすりをこしらえたりするようになった。

　さて、ある日のことだ。いつものように患かん者じゃをさがしていた千里は、魚さかな屋やのげんおじさんを見つけた。ものすごくけわしい顔をして、商しょう店てん街がいのベンチにすわりこんでいる。頭の上にはなんのけむりもうかんでいなかったが、千里はどうも気になった。きょうのげんおじさんは、ふつうじゃない。

　思わずそばに行って話しかけた。

「こんにちは」

「ん？　おう。こんちは、ちぃ先生」

　最さい近きんの千里は、みんなから「ちぃ先生」とよばれている。先生メガネは、あいかわらず「見み習ならい」とよぶけれど。

「なにか用かい？」

「ううん。おじさんがへんな顔をしているから。だいじょうぶ？　どこか苦くるしいとことかあるの？」

「いや、体はどこもなんともねえよ。ただ、くやしくってなぁ。ええい、もう！　ちぃ先生にだけは話すぜ。ここにすわって、きいてってくんな」

　おじさんは、ベンチに千ち里さとがすわる場ば所しょをあけてくれ、自じ動どう販はん売ばい機きからいちごミルクを買ってごちそうしてくれた。そして悩なやみを打うちあけてきた。

「ちぃ先生も知ってるだろ？　毎年さ、おれたち花はな園ぞの商しょう店てん街がいが、となり町の石いし丸まる商しょう店てん街がいと野や球きゅう大たい会かいをやるってことは？」

「うん、知ってる」

　千里はうなずいた。

　花園商店街ととなりの石丸商店街は、長年のライバル同どう士し。なにかともよおしものをひらいては、はりあっているけれど、なかでも秋の野球大会は一大イベントだ。勝かつか負まけるか。おとなたちは真しん剣けんになって戦たたかい、それはもうもりあがる。

　去きょ年ねんは花はな園ぞの商しょう店てん街がいの圧あっ勝しょうだった。それがよほどくやしかったのか、石いし丸まる商しょう店てん街がいはずるい手をつかうことにした。野や球きゅう大たい会かいには、商店街の人しか出てはいけないのに、こっそり大学の野や球きゅう部ぶの青年たちをチームに入れることにしたのだ。

　その極ごく秘ひ情じょう報ほうがたまたま耳に入り、げんおじさんは石丸商店街に抗こう議ぎしに行った。ところが、むこうは平へい然ぜんとして、「この若わか者ものたちは未み来らいの商店街のあとつぎだ。野球大会に参さん加かさせて、なにがわるい」と、いいかえしてきたという。

　げんおじさんは、にくにくしげにいった。

「あいつら、ひきょう者ものさ。おれたちに負まけたくないからって、わざわざ野球のうまい若い連れん中ちゅうをやとったんだ。なにがあとつぎだ！　うそこきやがって。野球大会のときだけの臨りん時じアルバイトじゃねえか！」

　話すうちにも、おじさんの顔は怒いかりで真まっ赤かになってくる。

「それじゃあ、こっちもアルバイトをたのんだら？」

「そんなのだめだ。そんなひきょうなまね、おれたちはぜったいにやりたくないね」

「だけど、このままじゃ負けちゃうんでしょ？」

「うっ……ま、まあな。だ、だけど、それでもやっぱり、ルール違い反はんはやりたかねえのよ。勝しょう負ぶは正せい々せい堂どう々どうとやらにゃ。相あい手てがどんなにずるくてもよぉ」

　げんおじさんのいうことは、かっこよかった。

「でも、正しょう直じききついぜ。おれたちだってなあ、あと三十歳さい若わかけりゃ、そんな大学の若わか造ぞうなんか目じゃねえんだが。こう見えても、おれはホームラン王だったんだぜ。八や百お屋やのとっつぁんなんか盗とう塁るいの名人だったしよ。ああ、若わか返がえることさえできたらなあ」

　くやしげにくりかえす、げんおじさん。

　ふいに、千ち里さとはひらめいた。げんおじさんに元気出してねといっておいて、千里はいったん家にもどった。そして先生メガネにたずねた。

「若返り薬ぐすりって、つくれない？」

「あのおやじさんどもに飲のませたいというのじゃな？」

「うん。だって、先生だってきいたでしょ？　あれじゃ、おじさんたちがかわいそうだもの。石いし丸まる商しょう店てん街がい、ひどいよ。大学生の野や球きゅう部ぶのお兄さんたちが相あい手てじゃ、ぜったい勝かてないよ」

「たしかにのう。……よかろう。若わか返がえり薬ぐすりはむりじゃが、元気ドリンクくらいはつくれようさ。さっそくとりかかるのじゃ、見み習ならい」

「はい！」

　それから何日も、千ち里さとは先生メガネのいうとおりに、お薬ラムネをすりつぶしたり、できあがったラムネの粉こなと薬やく草そうをまぜあわせたりと、いっしょうけんめい薬作りにはげんだ。

　そして野や球きゅう大たい会かいの日、千里は大きな魔ま法ほうびんを持もって、試し合あいが行われる小学校のグラウンドにむかった。

　グラウンドには、もう石いし丸まる商しょう店てん街がいの選せん手しゅたちがいた。みんな若い人ばかりだ。体は大きいし、筋きん肉にくももりもりしている。ウォーミングアップしているすがたも、さまになっている。

　あんなの、やっぱりずるい。

　千里はぷんぷんしながら、花はな園ぞの商しょう店てん街がいの選手たちをさがした。と、和わ菓が子し屋やのおかみさんが声をかけてきた。

「ちぃ先生じゃないの。どうしたの？　だれかさがしてるの？」

「うん。げんおじさんたち。とっておきの、お薬くすりジュースをつくってきたの。これを飲のめば、おじさんたち、すっごく元気になるんだよ」

　そういって、千ち里さとは、肩かたからさげている魔ま法ほうびんを見せた。

「あらあ、それはいいわ。ちぃ先生のくれるお薬って、よくきくものねえ。そうそう。げんさんたちなら、むこうのテントで作さく戦せん会かい議ぎ中ちゅうよ」

「ありがと。行ってみる」

　千里はテントにむかって歩きだした。もうすぐ、げんさんたちを元気いっぱいの、元気もりもりおじさんたちにしてあげるんだと、はりきっていた。




　とちゅうで、ちょっとしたアクシデントに見み舞まわれたものの、千里はなんとかテントに到とう着ちゃくした。

　テントには、げんさんたちがいた。チームの平へい均きん年ねん齢れいは五十歳さい以い上じょう。相手チームにくらべると、かなりの年とし寄よりだ。でも、意い気きごみだけは負まけていない。ぜったい一点はもぎとってみせようと、みんなでちかいあっていた。

　やってきた千ち里さとを見るなり、げんさんたちは目をまるくした。

「どうしたんだい、ちぃ先生？」

「服ふくがどろだらけじゃねえか」

「うん。ここに来る前に、ちょっところんじゃったの。泣ないちゃったけど、でもすぐ泣くのをやめたんだよ」

「そうかい。けががなくてよかったよ。すぐ泣きやんだのも、えらかったねえ」

「おっ、そろそろのようだ。ようし、行こうぜ」

「ちょっと待まって！」

　千里は、げんさんたちをよびとめた。

「元気ドリンク持もってきたの！　これを飲のめば、みんな元気になるよ！　ちょっと待ってて！」

　千里は、そばにおいてあった机つくえに紙コップをならべ、そこに魔ま法ほうびんの中なか身みをすこしずつそそいでいった。

「はい！　これ飲のんで、がんばって！」

　げんさんたちは、さしだされた紙コップをのぞいて、ちょっと首をかしげた。

「これが、元気ドリンク？」

「そうだよ。あたしがつくったの。とびきり、ききめがあるんだから」

　千ち里さとは胸むねをはってみせた。げんさんたちはちらりと視し線せんをかわし、それから笑え顔がおになってうなずいた。

「そうだな。ちぃ先生がせっかく持もってきてくれたんだ。景けい気きづけに、こいつで乾かん杯ぱいしていこうや」

「そうだよなあ」

「いただきます！」

「おれたちの勝しょう利りに！」

　乾杯、と全ぜん員いんがぐいっとドリンクを飲みほした。

　千里はわくわくしながら、げんさんたちを見ていた。さあ、そろそろかな？　そろそろ、最さい年ねん長ちょうの戸と田だじいのこしが、ぴしゃんとのびるかな？　みんなの体に、もりもりっと力がわいてくるかな？

　でも、待まてども待てども、げんさんたちのようすは変かわらなかった。へんだなと千ち里さとが思ったとき、外で笛ふえの音がした。いよいよ試し合あいがはじまるのだ。

　ぽんと、げんさんが千里の頭に手をおいた。

「おいしいドリンク、ごちそうさん。じゃ、おれたちゃ、行ってくるよ」

「ありがとな、ちぃ先生」

「がんばってくるからなぁ！」

　口くち々ぐちにいって、げんさんたちはテントから出ていった。

　一人になった千里は、すぐさま先生メガネをとりだして、かけた。

「おかしいよ、先生！　ドリンク、ぜんぜんだめだったみたい！　どうして？　あれじゃだめだったの？」

「おちつかんかい。ドリンクはあれでいいはずなんじゃ。ききめが出ないはずがない」

「だけど！」

「いいから！　ちょっとだまって、わしにドリンクののこりを見せてみぃ！」

　千ち里さとはめそめそしながら魔ま法ほうびんを先生メガネに見せた。中をのぞきこんだとたん、先生メガネはうなり声をあげた。

「見み習ならい。こりゃ、元気ドリンクじゃないぞい」

「えっ！」

「ただのオレンジジュースじゃ。だれかが中なか身みをすりかえたんじゃ」

「そ、そんなぁ！　でも、だれが？　だれがやったの？」

　いったい、だれが、いつ、そんなことをしたのか。千里には見当もつかなかった。
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　元気ドリンクは、どこへ行ってしまったのか。

　じつは、千里が和わ菓が子し屋やのおかみさんと話していたとき、その会話をぐうぜんきいていた者ものがいたのだ。

　町まち医い者しゃの犬いぬ丸まる忠ただ志しだ。

　最さい近きん、犬丸はきげんがわるかった。自分のところに来る患かん者じゃが、めっきり少なくなってしまったからだ。かぜが大だい流りゅう行こうしているはずなのに、待まち合あい室しつはがらがら。でも、その原げん因いんがさっぱりわからない。

　そんなとき、あるうわさが耳に入った。

「ちぃ先生がくれるラムネ薬ぐすりのほうが、犬いぬ丸まる先生がくれる薬よりもずっとよくきく」

　がぜん、犬丸は千ち里さとの薬のことが気になりはじめた。そして、すきあらば、その薬をうばうチャンスをうかがっていたのだ。

　だから、千里たちの話をきいた犬丸は、しめたと思った。元気になるジュースだと。ようし。

　犬丸はすぐに千里を追おいかけ、わざとぶつかって、ころばせた。そして泣なきだした千里から「ごめんごめん、すぐにきれいにしてくるから」と、魔ま法ほうびんをとりあげて、飲のみ物ものが用よう意いされているテントに行き、こっそり中なか身みをすりかえた。で、なにくわぬ顔で、千里に魔法びんを返かえしたというわけだ。

　これでいい。これで、あのガキはただのオレンジジュースを、花はな園ぞの商しょう店てん街がいの選せん手しゅに飲ませることになる。もちろん、効こう果かはまったくなし。花園商店街チームは、石いし丸まる商しょう店てん街がいチームにぼろ負まけするだろう。そうなれば、あの厄やく病びょう神がみのような幼よう稚ち園えん児じは、面めん目ぼくまるつぶれ。みんなは、くだらないうわさなんぞにまどわされず、犬いぬ丸まる病びょう院いんにもどってくるというわけだ。

　自分の計画に、犬丸はほくそえんだ。子ども相あい手てにみっともないまねをしていることなんか、ぜんぜん気にならなかった。

　ついでに、手に入れた元気ドリンクの味あじ見みをしてみた。だが、どうもふつうの栄えい養ようドリンクのようだ。せっかくだから、石いし丸まる商しょう店てん街がいチームに飲のませてやろう。

　犬丸はドリンクを入れたペットボトルを持もって、鼻はな歌うたまじりに石丸商店街チームのテントにむかった。ちょうど、監かん督とくが選せん手しゅたちになにか話しているところだった。

「どうも。こんにちは」

「あ、これは犬丸先生」

「やあ、監督さん。きょうはいい天気でよかったねえ。でも、こういう天気のときは、脱だっ水すい症しょう状じょうに気をつけないとね。よく水分をとっておかないと、たおれちゃうよ。これ、ぼくがつくった栄養ドリンク。試し合あいの前に飲んでおくといいよ」

「こりゃありがたい。ありがたくいただきますよ。ほら、おまえたち。お礼れいをいわないか」

「ありがとございまっす！」

「うんうん。いいんだよ。さ、飲のんでおくれ」

　若わかい選せん手しゅたちがごくごく元気ドリンクを飲むのを、犬いぬ丸まるはほくほくしながら見つめていた。

　そうして試し合あいの時間がやってきた。まずは花はな園ぞの商しょう店てん街がいのチームがグラウンドに出てきた。年ねん齢れいは高めだが、みんな、やる気まんまんの顔をしている。

「ようし。みんな！　ひきょう者ものどもに、目にもの見せてやろうぜ！」

　元気いっぱいに声をあげるのは、げんさんだ。そこへ、石いし丸まる商しょう店てん街がいチームがあらわれた。

「ん？　なんだぁ？」

　だれもが、あれっと思った。登とう場じょうした若わか者もの選せん手しゅたちは、へろへろ、よろよろ、足もとがおぼつかない。目もしょぼしょぼさせている。まるきり元気がないとは、このことだ。

「おおい！　どうしたんだ、わけえの！」

「ぼうずども！　おっさんたちへのいやみか、そりゃ？」

　見けん物ぶつ人にんからからかわれても、石いし丸まる商しょう店てん街がいチームは変へん化かなし。よろよろ、へろへろのままだ。

　このとき、千ち里さとはまだ先生メガネをかけていた。先生メガネは、「ははあ」と、おもしろがったような声をあげた。

「なに、先生？」

「あやつら、元気ドリンクを飲のんだんじゃな」

「えっ？　あのお兄さんたちが？」

「うん。まちがいない。だれかが見み習ならいからドリンクをぬすんで、あやつらに飲ませたんじゃろう。ばかなことをしたもんだわい。元気ドリンクってのはな、見習い、元気がたりない者ものが飲むから、効こう果かがあるんじゃ。ああいう、元気がありあまってるような連れん中ちゅうが飲むと、ぎゃくに力がなえきってしまうんじゃよ」

「そうなの？」

「うむ。まあ、見ておれ。この試し合あい、なかなかおもしろいことになりそうじゃ」

　先生メガネのいったとおり、本当におもしろい試合となった。

　花はな園ぞの商しょう店てん街がいのおっさんメンバーは、目をみはるような戦たたかいぶりを見せた。

　げんおじさんはホームランをかっとばし、八や百お屋やのとっつぁんは盗とう塁るいで一点をとった。戸と田だじいは、すべりこみセーフを決きめるという活かつ躍やくぶりだ。

　一方、若わか者ものばかりの石いし丸まる商しょう店てん街がいチームはというと、ろくにバットはふれないわ、ボールはひろえないわ、走れないわと、いいところなし。とうとう、一点も入れることができなくて、負まけてしまった。

　そう。現げん役えき野や球きゅう部ぶのメンバーから、花園商店街チームはみごとに勝しょう利りを勝かちとったのだ。こんなことってあるだろうか。石丸商店街の連れん中ちゅうは、ぽかんと口をあけるばかり。同じく、犬いぬ丸まるも口をあけていた。

　と、監かん督とくがかんかんになって、犬丸につめよってきた。

「あんた！　うちのぼうずたちに、いったいなにを飲のませたんだ！」

「えっ？」

「あんたが持もってきたジュース！　あれを飲のんだら、うちのやつらはへろへろになっちまったんだ！　あれになにを入れたんだ！　えっ？」

「ち、ちがう！　ぼくは関かん係けいない！　あれは、その、あの子がつくったんだ！　ほら、あの千ち里さとって子が！」

　これをきいて、監かん督とくはますます怒いかりくるった。

「このやろう！　いうにこと欠かいて、あんな子どもに罪つみをなすりつけようってのか！　ふざけるな！」

　さわぎをききつけて、石いし丸まる商しょう店てん街がいの人たちがあつまってきた。犬いぬ丸まるの飲ませたドリンクのせいでチームが負まけたらしいときくと、みんな鬼おにの形ぎょう相そうとなった。

　たまらず犬丸は逃にげだしたが、監督たちはかんべんしてくれなかった。死しにものぐるいで走る犬丸と、それを追おいかける監督たち。

　だが、このことに、花はな園ぞの商しょう店てん街がいの人たちは気づかなかった。こっちはこっちで、お祭まつりさわぎをしていたからだ。

　みんな大よろこびで、うたいまくっていた。紙かみ吹雪ふぶきをまいているおばちゃんがいれば、ぽんぽんと、ソーダのびんをあけているおじいさんがいる。

　千ち里さともうれしくてうれしくて、手をたたいて声をはりあげていた。元気ドリンクはわたせなかったけど、けっきょく、これでよかったのかもしれない。なにしろ、げんさんたちは、正しょう真しん正しょう銘めい、自分たちの力で勝かてたんだから。




　それからも、千里はせっせとお薬くすりラムネをくばって、みんなをたすけていった。当とう然ぜん、ラムネはどんどんへっていき、ついにぜんぶなくなってしまった。

　そして、ラムネがなくなるのと同時に、先生メガネはうんともすんともいわなくなってしまった。きっと役やく目めをおえたということなのだろう。

　でも千里は、薬びんも白はく衣いも、先生メガネもかばんも、なにひとつすてずに、とっておくことにした。いつか本ほん物もののお医い者しゃさまになるそのときまで、だいじにとっておこう。そう決きめたのだ。




　楠くす本もと千ち里さと。五歳さい。平へい成せい三年の十円玉の女の子。
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　早さ苗なえのクラスでは今、うらないが大ブームだ。女の子たちは、みんなでトランプやタロットうらないをやりまくり、星せい座ざや血けつ液えき型がたのうらない本を読みふけっている。

　早苗も、毎日だれかにうらないをしてもらって、きゃあきゃあとよろこんでいた。でも、そのうち満まん足ぞくできなくなってきた。うらなってもらうのではなく、自分でやってみたくなったのだ。

　でも、トランプうらないは由ゆ梨り絵えと渚なぎさが一番だし、タロットカードは、前から霊れい感かん少しょう女じょと名高い琴こと音ねが得とく意いとしている。星うらないでも血液型うらないでも、すでに専せん門もん家かがいるという状じょう態たいだ。なにか新しいうらない方ほう法ほうを見つけださないと、目立てない。早苗は目立ちたかった。

　そこで、本ほん屋やに行くことにした。うらないコーナーに、なにか新しい本が入っているかもしれない。

　やっとためたおこづかいをさいふに入れて、早苗は早足で道を歩いていった。と、目の前を黒くろ猫ねこがよこぎった。

　むむっと、早苗は足をとめた。黒猫に前をよこぎられるのは不ふ吉きつなことだと、ジンクスにくわしい佳か織おりがいっていたっけ。

　この道はだめだ。べつの道を行こう。

　早さ苗なえは横よこ道みちに入った。入ってすぐに、また足をとめた。ごみごみとした、うす暗ぐらい横道。その奥おくに、小さなお店が一軒けんあったのだ。

　こんなところにお店があることに、早苗はまずおどろき、次つぎにそれが駄だ菓が子し屋やだとわかって、さらにおどろいた。こんな人のいない場ば所しょに、お店をひらくなんて。だいたい、いつからあるんだろう？　見た目は、やたら古くさいけど。

　いろいろと、うさんくさいものを感かんじたが、まあ、自分には関かん係けいない。あんなお店、無む視しすればいいんだ。行きたいのは本ほん屋やなんだから。

　早苗は、駄菓子屋を通りすぎようとした。ところが、店の前に来たときには、もう一歩も先にはすすめなくなっていた。

　ああ、すごい。このお店から、強きょう烈れつな魅み力りょくがあふれでているのがわかる。なんだか胸むねがわくわくする。素す通どおりなんて、とんでもない。ぜひともこのお店を見ていかないと。

　ふらふらと、早さ苗なえは駄だ菓が子し屋や「銭ぜに天てん堂どう」に入った。中は駄菓子でいっぱいだった。どのお菓子も、早苗に話しかけてくるような気がした。魔ま法ほうだ。魔法の気け配はいがする。興こう奮ふんで体じゅうが熱あつくなった。

「いらっしゃいませ」

　ふしぎなひびきの声が、早苗によびかけてきた。

　ふりむくと、大きな女の人がいた。赤あか紫むらさき色いろの地じに古こ銭せん柄がらという着き物ものを着て、頭には色とりどりのガラス玉のかんざしをしている。髪かみは雪のように真まっ白しろで、そのくせ顔にはしわひとつなく、たっぷりと赤い口くち紅べにをつけているところが色っぽい。

　なんてミステリアスなふんいきの人だろう。それに、はなつオーラもすごい。このお店にぴったりだ。

　圧あっ倒とうされている早苗に、その人はにこりとほほえんできた。

「本日の幸こう運うんのお客きゃくさまでござんすね。おさがしのものは、なんでござんしょ？　ほしいものをおっしゃってくださんせ」

　女の人の声は、早苗の心の中へすべりこんできた。ほしいものだって？　それはもう決きまっている。

「わたし、うらないがじょうずになりたいんです。そういう力がほしいんです」

「なるほど。未み知ちなる領りょう域いきにふれる力がほしいのでござんすね？　ならば、こんなのはいかがでござんす？」

　女の人はさっとそでをひるがえし、棚たなの下から小さな紙かみ袋ぶくろのつつみをとりだした。ちょっとしぶめの朱しゅ色いろの紙袋で、白いシールで封ふうがしてある。そのシールには太くやわらかな字体で、「お稲荷いなりせんべい」と書いてあった。

　さあ、早さ苗なえの目はそれにくぎづけになってしまった。これだ。ほしい。どうしてもほしい。

　くいいるように見つめながら、早苗はあえいだ。

「い、いくら、ですか？」

「五十円でござんす。ただし、五十円玉でいただきとうござんす。お持もちでござんすね？」

　じんわりと問といかけられて、早苗はあわててさいふをさぐった。あった。ちゃんと五十円玉が入っていた。それをわたすと、女の人はとてもうれしそうに笑わらった。

「はい。たしかに。昭しょう和わ四十九年の五十円玉でござんす。では、こちらはおじょうさんのものでござんす。……お告つげをだいじにしなさんせ」

　女の人は、最さい後ごになぞめいた言こと葉ばを投なげかけてきたが、早さ苗なえはきいていなかった。わたされた紙かみ袋ぶくろに全ぜん神しん経けいがかたむいていたのだ。

　やった！　手に入れた！　すごいものを手に入れてしまった！

　興こう奮ふんとよろこびに、胸むねははちきれんばかり。足は雲をふんでいるかのようだ。本ほん屋やに行こうとしていたことさえわすれて、早苗は家にとんで帰った。

　自分の部へ屋やにとびこみ、まずは紙袋をじっくりながめまわした。袋のうら側がわには、こんなことが書いてあった。


〈霊れい験げんあらたかなるお稲荷いなりせんべい。これを食べれば、霊れい気き百ひゃく倍ばい。あなたも稲荷のご神しん官かんとなれます。ずばりとあたる、おみくじキーホルダーつき〉



　霊気百倍だって！　うわあ、期き待たいできそう！

　早苗は袋をあけてみた。中には、白いせんべいがいっぱい入っていた。ふつうのせんべいとちがい、このせんべいは長方形で、ポテトチップスのようにうすかった。表ひょう面めんには黒ゴマで、むずかしい文字やふしぎなもようがえがかれている。まるでお札ふだのようだ。

　さっそく一枚まい食べてみた。

「おいしい！」

　せんべいは最さい高こうにおいしかった。こうばしいゴマの風ふう味みと、塩しお味あじがきいているところがたまらない。おまけに、うすくてぱりぱりしているから、いくらでも食べられる。

　どうにも手がとまらず、とうとう早さ苗なえは袋ふくろいっぱいのせんべいをたいらげてしまった。

　かけらがのこっていないかと、袋の中をさぐったときだ。せんべいではない、つるりとしたものにふれた。あわてて出してみると、それは小さなビニールにつつまれたものだった。

「キーホルダー？」

　そういえば、おみくじキーホルダーつきだって書いてあったっけ。これが、きっとそうなのだ。早さ苗なえはビニールからキーホルダーを出してみた。

　変かわった形をしている。八角形の筒つつ型がたで、大きさはおとなの親おや指ゆびくらい。色は朱しゅ色いろにぬってある。筒つつの上の部ぶ分ぶんには小さな穴あながあいている。ふってみると、パラパラ、ジャッジャッ、と音がした。なにかたくさん入っているみたいだ。さかさにしてふってみたけど、穴からはなにも出てこない。

　いったい、どうしたらいいんだろう？

　途と方ほうにくれかけたとき、ビニールの中に小さな紙が折おりたたんで入っていることに気づいた。説せつ明めい書しょかもしれないと、とりだしてみると、はたして説明書だった。


〈おみくじキーホルダー。お稲荷いなりせんべいを食べた人だけにつかいこなせる、狐きつね神がみの魔ま道どう具ぐです。質しつ問もんを声に出していい、最さい後ごに「お稲荷さまのいうとおり～！」ととなえて、おみくじをふってください。お稲荷さまがおみくじを通して、あなたの質問になんでも答えてくれるでしょう。ただし、おみくじの言こと葉ばには、かならずしたがってください。お稲荷さまにお告つげをさせておいて、それにしたがわないのはとても失しつ礼れいです。さからうと、お稲荷いなりさまが罰ばつをあたえに来るかもしれません〉
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　なるほど。なにか知りたいことをいってから、この筒つつをふればいいのか。早さ苗なえはやってみることにした。

「えっと。明日の授じゅ業ぎょうで、あたしが先生にあてられることってありますか？　教えてください。お稲荷さまのいうとおり～！」

　となえたあと、早さ苗なえはおみくじキーホルダーをふってみた。

　ジャッ！　今こん度どはたった一回で、あの小さな穴あなから棒ぼうのようなものが出てきた。棒には、やっと読めるくらいのこまかい字が書いてあった。

　ひとこと、「はい」と。

「うわ、うっそ！　えっと。それじゃ、なんの授業であてられますか？　お稲荷さまのいうとおり～！」

　ジャッ！　また棒が出てきた。今度のには、「数」と書いてあった。

「数？　算数ってこと？　うわ、やばい！」

　あわてて算数の宿しゅく題だいをひっぱりだした。あてられるっていうのなら、ちゃんと宿題をやっておかないと。みんなの前で恥はじをかいちゃう。

　でも、早さ苗なえは算数は大のにがてだった。最さい初しょの一問もんをやっとのことでとき、二問目で早くもギブアップしそうになった。

　早苗は、はっとした。そうだ。このおみくじ、宿しゅく題だいにもつかえるんじゃないかしら？

「きょうの算数の宿題の、一番目の答えはなんですか？　お稲荷いなりさまのいうとおり～！」

　答えは「七十七」と出た。早苗が苦く労ろうして出した解かい答とう、「77」と同じだ。

　まちがいない！　本ほん物ものだ！　おみくじの言こと葉ばは正しいのだ！

　もう有う頂ちょう天てんになって、早苗はおみくじをつかって、どんどん宿題をといていった。そして宿題をおわらせると、ほかのこともおみくじにきいていった。

「明日は、どんな服ふくを着きていったらいいですか？」

「青」

「明日、学校でよくないことって起おこりますか？」

「はい」

「どんなよくないことが起おきますか？」

「落おちる」

「落ちる？　なにが落ちるんですか？」

「網あみ」

「網って……その網が落ちるのは、どこですか？」

「うごく」

「……運うん動どう場じょうのことかな？　ということは、網っていうのは、クモの巣すのことかも。それが落ちてくるってことは、たいしてよくないことでもないわよね。ま、いいや。それより、ええと、ほかのことを……」

　こんな感かんじで、早さ苗なえはおみくじからあらゆる答えをひきだしていった。

　翌よく日じつ、早苗は青いジーパンと青いＴティーシャツ、青い髪かみどめという青ずくめのかっこうで、胸むねを高鳴らせながら学校に行った。もちろん、おみくじキーホルダーはしっかり持もっていった。

　教室についてみると、上うえ野のくんがいた。早苗がちょっと気になっている男の子だ。

　上うえ野のくんは早さ苗なえを見て、おやっという顔になった。

「よう。野の田だは『オーシャンキング』好すきなの？」

　いきなり話しかけられ、早苗はどぎまぎしてしまった。ようやく上野くんが、早苗のＴティーシャツのことをいっているのだとわかった。

　アニメ『オーシャンキング』のロゴとキャラクターがプリントされている青いＴシャツは、じつはお兄ちゃんのものだ。青い服ふくがなかったので、お兄ちゃんのタンスからこっそり借かりてきたのだ。

　ぶかぶかでかっこわるいと思ったけど、おみくじの言こと葉ばどおりにしてよかった。上野くんと話すきっかけになったんだもの。

　早さ苗なえはうなずいた。

「う、うん。けっこう好きだよ。とくに、このキャラが好き」

「ほんと？　おれも、このディーダラがいちばん好きなんだよ。あと、マゴラも好き。あいつの特とく殊しゅ能のう力りょく、すげえよな！」

「うん。ほんとほんと！」

　てきとうにあいづちを打うちながら、早さ苗なえは家に帰ったら『オーシャンキング』について一から勉べん強きょうしようと、心に決きめた。せっかく上うえ野のくんとなかよくなれそうなのだ。このチャンスはのがせない。

　二時間目は算数だった。おみくじの予よ言げんどおり、早苗は先生にあてられた。でも、おみくじに教えられていたので、正しい答えをいえた。もちろん宿しゅく題だいのほうも、全ぜん問もん正せい解かいだった。

　そして、体たい育いくの時間となった。きょうはバスケットボールだ。四つのチームにわかれて、交こう代たいでゲームをすることになった。

　早苗はＣシーチームということで、ゲームをするのはすこしあととなった。そうして、ＡエーＢビーチームの試し合あいを見ていたときだった。ふいに、きのうのおみくじの忠ちゅう告こくが、頭によみがえってきた。

　きょう、よくないことが起おきる。うごく場ば所しょで、網あみが、落おちる。

　ずっとなぞのままだったのだが、急きゅうにすべてがつながった。うごく場所は、つまりこの体たい育いく館かん。網というのは、あのバスケットゴール。そして落ちるというのは、バスケットゴールが落おちるってことにちがいない。

　ちょうど上うえ野のくんがボールをとり、ゴールにむかっていくところだった。もし、上野くんの上にあの大きなゴールが落ちたら、死しんでしまう！

　無む我が夢む中ちゅうで立ちあがり、早さ苗なえはさけんでいた。

「だめぇぇぇ！　そこからはなれてぇぇぇ！」

　とつぜんの早苗の大声に、だれもがびっくりして立ちどまった。みんなに見つめられ、早苗は、はずかしくて顔が真まっ赤かになった。先生がかけてきた。

「どうしたんだ、野の田だ？　大声あげたりして」

「ご、ごめんなさい。でも、あぶないんです！　あそこ、あのゴールが落ちるんです。だから、みんなはなれて！」

「ゴールが落ちる？　そんなわけ、あ……」

　そのときだ。ゴーンと、ものすごい音をたてて、バスケットゴールが壁かべから落ちてきた。それは、上野くんから十センチくらいしかはなれていないところに、バーンとたたきつけられた。

　そのあと、大さわぎとなった。業ぎょう者しゃの人や校長先生が、体たい育いく館かんにかけつけてきた。早さ苗なえたちは教室にもどされ、自じ習しゅうということになった。でも、みんな、勉べん強きょうなんかしていられない。早苗をとりかこんで、どうしてゴールが落おちるってわかったのか、口くち々ぐちにきいてきた。

　早苗はゆっくりと打うちあけた。

「じつはね、お告つげでわかったの」

「お告げ？　なにそれ？　さっちゃんも、うらない、はじめたの？」

「うん。これでやってるの。すっごいあたるんだから」

　早苗は、おみくじキーホルダーを見せびらかした。でも、みんなの反はん応のうはちょっとにぶかった。へえっと、なんだかあきれた顔をされ、早苗はむきになった。

「ほんとに、よくあたるんだから。あの事じ故このことだって、おみくじキーホルダーのお告げよ。そうだ。みんなのことも、なんだってうらなってあげるわよ」




　ほどなく、早苗のおみくじうらないは大人気となった。休み時間や放ほう課か後ごになると、ほかのクラスの子までおしよせてきて、うらなってもらいたがる。百ひゃっ発ぱつ百ひゃく中ちゅうだから、人気はあがる一方だ。

　早さ苗なえは得とく意いの絶ぜっ頂ちょうにいた。今では、お告つげの早苗さまとよばれて、あがめられている。あがめられるのは、いい気分だ。目立ちたいという早苗ののぞみは、みごとかなえられたのだ。

　だが、のぞみがかなった今、早苗は、今こん度どはべつの不ふ安あんにさいなまれるようになった。ほかの子が、あの駄だ菓が子し屋や「銭ぜに天てん堂どう」からおみくじキーホルダーを手に入れてしまったらどうしよう、という不安だ。

　おみくじキーホルダーを持もっているのは、早苗一人でなければならない。そうあるべきなのだ。

　早苗は、あの駄菓子屋に行って、おばさんに直じか談だん判ぱんすることにした。ほかの子がおみくじキーホルダーつき「お稲荷いなりせんべい」をほしがっても、売らないでほしい。そうたのまなくては。

　ところが、かんじんのお店が見つからなかった。道は合っているはずなのに、あのお店だけが、あとかたもなく消きえている。どうやら、どこかに引ひっ越こしてしまったらしい。

　でも、早さ苗なえはあきらめなかった。引っ越したのなら、その引っ越し先をつきとめればいい。おみくじキーホルダーにたずねた。

「銭ぜに天てん堂どうがどこにあるか、教えてください」

「いいえ」

「銭天堂はなくなってしまったんですか？」

「いいえ」

「今も、どこかにお店があるんですね？」

「はい」

「でも、わたしに教えることができないんですか？」

「はい」

「どうしてですか？」

「ない」

「ないって、なにがないんですか？」

「運うん」

　早さ苗なえはいらいらしてきた。運がないって、どういうこと？

「わたしはどうしても、あのお店に行きたいんです！　行く手つだいをしてください！」

「いいえ」

「どうしてだめなんですか！」

「凶きょう」

「わたしがお店をさがすと、よくないってことですか？」

「凶」

「だから、凶ってどういう意い味みですか！」

「凶」

　とうとう、おみくじキーホルダーは、なにをたずねても「凶」という棒ぼうしか出さなくなってしまった。まるで、おみくじキーホルダーがへそをまげてしまったかのようだ。

　早さ苗なえはおこって、キーホルダーをポケットにつっこんだ。

　いいわよ、それならそれで。もうたのまない。自分でさがしてみせるんだから。ぜったい、このへんにあるはずよ。わたしが道をかんちがいしてるだけ。きっとこの近くにお店はあるわ。

　早苗は自分の足でさがしはじめた。そして、今こん度どは一分もしないうちに、目当ての店を見つけだしたのだ。古びたふんいきの小さな駄だ菓が子し屋や。「銭ぜに転てん堂どう」という看かん板ばん。まちがいない。あのお店だ。

「ほら！　やっぱりあった！」

　息いきをはずませ、店にかけこんだ。

「いらっしゃいませ。」

　にこやかに出むかえてくれたのは、この前とはちがう女の人だった。もっと若わかくて、ほっそりしている。着きている着き物ものは黒く、緋ひ色いろの火の玉のもようがうかんでいる。

　この前の人よりもずっと親しみやすい感かんじで、早さ苗なえは内心ほっとした。この人になら、たのみごとがしやすそうだ。思いきってきりだした。

「あ、あの……あの、前に、ここでお稲荷いなりせんべいを買ったんですけど……」

「あらまあ、それはありがとうございます。それで、また来てくださったんですね」

　にっこりと女の人が笑わらった。その笑え顔がおに、早苗はそれ以い上じょうしゃべれなくなってしまった。考えてみれば、商しょう品ひんを売らないでくれとお店の人にたのむなんて、どうかしている。

　どうしようと、口をぱくぱくさせていると、女の人が話しかけてきた。

「あいにく、お稲荷せんべいは、きょうは売りきれなんですよ。かわりといってはなんですが、こんな商品もありますよ。もしかして、お気に召めすんじゃありません？」

　そういって、女の人がさしだしてきたのは、マッチ箱ばこくらいの小さな箱はこ形がたの缶かんだった。勾まが玉たまや鏡かがみの絵がえがかれ、「巫み女こ缶かん」と書かれている。

　とたんに、早苗はそれがほしくなってしまった。「巫女缶」だなんて、名前からしてすごそう。ここのお店の商品がふつうじゃないことは、もうわかっている。お稲荷せんべいのおまけのキーホルダーですら、あれほどの力を持もっていたのだ。ならば、このお菓か子しにはどれほど力があるだろう。

　よだれをたらさんばかりの早さ苗なえに、女の人は商しょう品ひんの説せつ明めいをしてきた。

「こちらの缶かんには、偉い大だいな巫み女このたましいが宿やどっております。これさえあれば、もう、うらない道どう具ぐはいっさいいりません。ポケットに入れておくだけで、缶の中の巫女が予よ言げんを教えてくれますから」

「ほ、ほんとですか！」

「ええ。本ほん物ものの霊れい能のう力りょくを手に入れるのと、ほとんど変かわりません」

　本物の霊能力。それこそ早苗が本当にほしい力だった。じつは、いちいちおみくじキーホルダーに質しつ問もんし、最さい後ごに「お稲荷いなりさまのいうとおり～！」とくりかえすことに、かなりうんざりしていたところだったのだ。道具をつかわずにすむのなら、こんなすごいことはない。

「それ、ください！　いくらですか？」

「千円です」

　早さ苗なえはまよわず千円出し、ほくほく顔で巫み女こ缶かんを受うけとった。

「これって、ふたをあけてみてもいいんですか？」

「ええ、もちろん。中にいる巫女の顔を見てやってくださいな」

　いったい、どんな巫女がいるんだろう。どきどきしながら早苗はふたをあけた。缶の中は、銀ぎん色いろのとろりとした液えき体たいで満みたされていた。まるで銀色の水あめのようだ。のぞきこむと、液体の中に顔がうかびあがってきた。

　これが巫女かと、早苗はさらにのぞきこんだ。そして、ぎょっとした。

　液体の中の顔は、早苗の顔だったのだ。

「あ、あたし？」

「おまえだ」

　そうささやきかえしてくるなり、液体の中の早苗は大きく口をあけ、外にいる早苗を一いっ瞬しゅんでのみこんでしまった。
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　かららんと、巫女缶が床ゆかに落おちた。

　もはや、そこにはだれもいなかった。早苗のすがたも、あの女の人のすがたもない。駄だ菓が子し屋やすらもなくなっていた。

　かわりに、そこにあらわれたのは、小さな古びたお稲荷いなりさんだった。

　赤いうるしがはげかけた鳥とり居い。ドールハウスのように小さな社やしろ。そして、手のひらにのるようなキツネの像ぞうが、ちょこんとある。そのキツネの顔は、してやったりという笑えみをうかべているようだった。

　と、奥おくの暗くらがりから、ゆっくりとだれかが出てきた。

　銭ぜに天てん堂どうのおかみ、紅べに子こだった。おかみは巫み女こ缶かんをひろいあげ、残ざん念ねんそうにつぶやいた。

「ばかなお客きゃくさんでござんす。お稲荷さまのお告つげにさからうなんて。だめだと忠ちゅう告こくされているのに、銭天堂をたずねようとするなんて。それにしても、お稲荷さまも、よっぽど頭にきたようでござんすね。みずから罰ばつをあたえに出ていらっしゃるとは。……まあ、しかたない。これからはうちのお菓か子しとして、活かつ躍やくしてくださんせ。だいじょうぶでござんすよ。いつか巫女缶を必ひつ要ようとしているお客さんが、たずねてきましょうよ。そのときまで、しずかに寝ねていらっしゃい」

　そういって、おかみは、早さ苗なえをとじこめた巫み女こ缶かんを、そっとふところの中に入れたのだった。




　野の田だ早さ苗なえ。十二歳さい。昭しょう和わ四十九年の五十円玉の女の子。
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（行きたくないなぁ）

　ピアノ教室にむかう響ひびきの頭の中は、この言こと葉ばでいっぱいだった。

　ピアノのレッスン、行きたくない。ああ、行きたくない。だって、きょうもぜったいおこられる。佐さ々さ木き先生はきびしいんだから。そりゃピアノはじょうずになりたいけど。できれば、レッスンぬきでじょうずになりたいんだよなぁ。

　響がまたしてもため息いきをついたときだった。ふいに、ピアノの音がきこえてきた。

「これ、トルコ行こう進しん曲きょく？」

　思わず足がとまった。ちょうど、響が今やっている曲だ。だれがひいているんだろう。すごくじょうずだ。明るくて、音の一つ一つがはずむように楽しげで。佐々木先生の演えん奏そうよりもじょうずにきこえる。

　響は音楽を追おって、路ろ地じに入っていった。と、うす暗ぐらい路地のむこうに、ピアノがあった。着き物ものすがたの大きなおばさんが、楽しそうにひいている。ふしぎな光こう景けいに目をみはりながら、響はそのまま近づいていった。

　おばさんは本当に大きかった。ピアノよりも大きく見えるくらいだ。髪かみの毛は真まっ白しろで、でも顔は若わか々わかしい。大きくてぽちゃぽちゃした手は、まるで魔ま法ほうみたいにかろやかに鍵けん盤ばんの上を走っている。
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　その演えん奏そうに、響ひびきは心をつかまれた。

　ああ、こんなふうにひけるようになりたい！　こんなふうに演奏できたら、どんなに楽しいだろう！

　はげしくそう思ったとき、曲きょくがおわった。満まん足ぞくそうに鍵盤から手をはなし、おばさんがこちらをむいた。

「おや、聞き手がおいででござんしたか」

　奇き妙みょうないいまわしで、おばさんはいった。響はなんと答えたらいいかわからず、ちょっと目をそらしてしまった。と、おばさんはにっこりした。

「聞き手がいたとはうれしいこと。このピアノも、これで心のこりがなくなったことでござんしょう」

「こ、このピアノ、おばさんの？」

「いいえ。ふとどき者ものがすてていったものでござんす。粗そ大だいごみというやつでござんすよ」

　たしかに、ピアノはあちこち傷いたんでいるようだった。こんなピアノで、あんなすごい演えん奏そうをしてしまうなんて。ますますもって、このおばさんはただ者ものじゃない。きっと世せ界かい的てきなピアニストだ。着き物ものを着たピアニストなんて、見たことないけど。

　そんなことを考えている響ひびきの前で、おばさんはやさしくピアノのふたをとじた。

「どうして、こんなとこでひいていたの？」

「このピアノがよびかけてきたんでござんすよ」

「ピアノが？」

「あい。このままごみになるのは、いや。最さい後ごにもう一度どだけひいてほしい。大だい好すきだったモーツァルトの曲きょくをひいてほしいとねえ。かわいそうだったので、一曲だけひいてあげることにしたんでござんす」

　おばさんの言こと葉ばに、響はちょっととまどった。ピアノがよびかけてきただって？　このおばさん、少しおかしいのかな？　でも、この人が、すごうでのピアニストだというのはまちがいない。この人くらいピアノをひければ、ピアノ教室で先生におこられることもなくなるだろうに。

　ねたましくなって、響ひびきは思わずつぶやいてしまった。

「……ぼくも、おばさんくらい、ひけるようになれたらいいのに」

　おばさんがじっと見つめてきたので、響は肩かたをすくめながら、ぼそぼそといった。

「ぼく、ちょうど今のと同じ曲きょくやってて。でも、うまくできなくて。佐さ々さ木き先生はおこるとこわいし、レッスン行きたくなくて……おばさんみたいにひけたらいいのになって」

「ひけますとも」

　えっ、と響は顔をあげた。おばさんはふしぎな笑えみをうかべていた。そして、「こんなところで幸こう運うんのお客きゃくさまにお会いできるとはねえ」とかなんとかつぶやきながら、着き物もののそでに手を入れて、なにかをとりだした。

　それは、小さめのポテトチップスの袋ふくろのようなもので、いちめんに五ご線せん譜ふが書かれていた。まるで、楽がく譜ふでつくってあるみたいだ。上のほうにはうす緑みどり色いろの字で、「ミュージックスナック」と書いてあった。

　響ひびきは心の中でさけんでしまった。

　これ、ほしい！

　見た瞬しゅん間かんに、焼やけつくように思った。こんなに、なにかをほしいと思ったことはなかった。

　袋ふくろを見つめる響に、おばさんはうたうようにささやいてきた。

「ミュージックスナック。食べれば、たちまち音楽の達たつ人じんになれるお菓か子しでござんす。この紅べに子こさんがピアノをひけたのも、これを食べたおかげでしてねえ」

　ほしいですかとたずねられ、響はこくこくうなずいていた。もう声も出ない。おばさんは、もう一方の手をさしだしてきた。

「ミュージックスナックのモーツァルト風ふう味み。お代だいはたったの十円。買うか買わぬかは、ぼっちゃんしだい。いかがでござんす？」

　もちろん買うに決きまっていた。響は、あわてておさいふをひっぱりだした。ちょうどよく十円玉があったので、それをおばさんにわたした。

　おばさんは十円玉を見るなり、にっと笑わらった。

「本日のお宝たから、平へい成せい十三年の十円玉。やっぱり、ぼっちゃんは幸こう運うんのお客きゃくさまでござんしたね。ようござんす。さあ、ミュージックスナックをどうぞ」

　さしだされた袋ふくろを、響ひびきはもぎとるように受うけとった。天にものぼる心ここ地ちとは、このことだった。

　やったやった！　手に入れた！　ミュージックスナックを手に入れたんだ！

　ふと気がつくと、響は一人になっていた。そういえば、おばさんはさっき行ってしまったんだっけ。「ミュージックスナックは、音楽を楽しむためのもの。あまり天てん狗ぐにならぬよう、お気をつけなさんせ」とかいっていたような。ま、そんなことはどうでもいいか。とにかく、今すぐこれを食べてみよう。

　せっかちな響は、その場でスナックの袋をあけてみた。袋の中に入っていたのは、音おん符ぷなどの音おん楽がく記き号ごうの形をしたキツネ色のスナックだった。ト音記号に、八分音符、二分音符、フェルマータと、いろいろある。

「すっげ。よくできてるなぁ」

　感かん心しんしながら、響は一つ食べてみた。

「うまっ！」

　ほんのり塩しお味あじのきいたスナックは、やたらめったらおいしかった。なんだか口の中ではじけるような感かんじだ。

　もうとまらないと、響ひびきは立ったまま、スナックを食べだした。食べれば食べるほど、幸しあわせな気分になっていく。ぜんぶ食べきったときには、うたいだしたいくらい陽よう気きな気分となっていた。もうなんにもこわくない。レッスンだって、楽しみなくらいだ。

「そうだ。レッスン行かなくちゃ」

　からになったスナックの袋ふくろをバッグの中に入れ、響はスキップしながらピアノ教室にむかった。

　教室では、佐さ々さ木き先生がこわい顔で待まちかまえていた。その顔を見たとたん、響はうっとなった。さっきまでの楽しい気分が、急きゅうに真まっ黒くろにぬりつぶされる。

「おそいですよ、立たち花ばなくん」

「ご、ごめんなさい」

「ああ、もういいから。ピアノの前に」

「は、はい」

　びくびくしながら、響ひびきはピアノの椅い子すにすわった。

「はい。それじゃ、音おん階かい練れん習しゅうして。それから、モーツァルトのトルコ行こう進しん曲きょく。最さい初しょからね」

「はい」

　そうして、響が鍵けん盤ばんの上に手をおいたときだった。ふしぎなことが起おこった。響の頭の中に、とつぜん音楽があふれてきたのだ。と思ったら、指ゆびがかってにうごきだしていた。

　みごとなトルコ行進曲がはじまった。ＣシーＤディーできいた演えん奏そうよりも、ずっとすばらしい演奏だ。そのきらめくような音の洪こう水ずいに、佐さ々さ木き先生はあんぐり口をあけた。ひいている響本人でさえ、びっくりだ。

　ああ、ひける！　ぼく、ひけるんだ！　ぼくはただ、ピアノの前にすわっているだけって感かんじなのに。ああ、楽しい！　楽しいぞ、モーツァルト！

　トルコ行進曲がおわっても、響の演奏はとまらなかった。次つぎから次へと、曲が頭の中にわいてくるのだ。なかには、きいたことのない曲きょくさえあったが、響ひびきにはどうでもよかった。とにかく、この楽しい気き持もち、よろこびを、ピアノにぶつけなくちゃ。

　そのまま、どれほどひいていただろうか。ようやく気持ちがおちついてきて、響は鍵けん盤ばんから手をはなした。

　ひと息いきついて、うしろを見ると、なんと、ほかのクラスのピアノの先生たちがあつまっていた。みんな目をみはっていて、なかには泣ないている人さえいる。

　そのあと、ちょっとしたさわぎとなった。佐さ々さ木き先生は興こう奮ふんして、「この子は天才です！　今すぐ世せ界かいに出るべきです！」とわめきたて、お母さんが電話でよびだされた。

　それからというもの、響の毎日はすっかりいそがしくなった。音楽学校の先生や外国の有ゆう名めいな音楽家の前でピアノをひいたり、テレビや雑ざっ誌しのインタビューを受うけたり。どこに行っても、どんなときでも、響のピアノは大だい成せい功こうだった。

　またたくまに有ゆう名めい人じんになった響。気分は最さい高こうだった。だれもが響を、「ピアノの神しん童どう！」とか「天才少年ピアニスト」と、ほめちぎってくれる。「ぼくって、ほんと天才なんだ」と、響ひびきもだんだん思うようになった。練れん習しゅうもしなくなった。練習なんかしなくたって、ピアノの前にすわれば、指ゆびがかってにうごいて、いつだって最さい高こうの演えん奏そうができたからだ。

　やがて、大きなコンクールに出てみないかという話がもちこまれた。審しん査さ員いんからあたえられた課か題だい曲きょくを、短みじかい練れん習しゅう期き間かんのあいだに、どれほどかんぺきにひけるかというものだ。

　このコンクールに勝かてば、また有ゆう名めいになれるのはまちがいない。どんな曲だってだいじょうぶさ。なんたって、ぼくはミュージックスナックを食べたんだから。

　自じ信しん満まん々まんの響は、軽かるくオーケーした。

　コンクールの一週間前に、課題曲の楽がく譜ふが送おくられてきたけれど、響はそれを見ようともしなかった。

　そして、コンクール当日。会場は、貸かしきりにされた大きなコンサートホールだ。天才少年が出るということで、客きゃく席せきは満まん席せき。テレビのカメラもまわっている。

　いよいよ響の番となった。響は胸むねをはって、ステージに出ていった。わああっと、すごい拍はく手しゅが起おこった。みんなが響ひびきを待まっていたのだ。そのことに、響はにやりとした。これからすごい演えん奏そうをして、みんなをあっといわせてやる。

　そうして、ピアノの前にすわって、譜ふ面めんを見た。シューマン作さっ曲きょくの「幻げん想そう曲きょく」。おとなでも、ひきこなすのがむずかしいという曲だ。譜面には、ありとあらゆる音おん符ぷが複ふく雑ざつにとびちっている。響にはちんぷんかんぷんだ。

　でも、だいじょうぶ。指ゆびがうごいてくれるさ。いつもみたいに、ちゃんとやってくれるさ。

　響は息いきをすいこみ、頭の中に音楽があふれて、指がうごきだすのを待った。

　ところが、いくら待っても、指はうごかなかった。音楽がわきだすようなあの感かん覚かくも起こらない。

　演奏をはじめない響に、ざわざわと客きゃく席せきがざわめきだした。響は全ぜん身しんから冷ひや汗あせがふきだしてくるのを感かんじた。

　どうして！　どうしてうごかないんだよ！　いつもみたいに、ぱっぱとひいてしまってくれよ！

　だが、いくら心の中でしかりつけても、指ゆびはうごかなかった。こうなったら、自分でひくしかない。だが、楽がく譜ふはあまりにもむずかしくて、読みこなすことができなかった。

　響ひびきは気き持もちがわるくなった。頭もおなかも、ぐるぐるまわっている。とうとう、椅い子すをけってステージからとびだした。そのまま控ひかえ室しつにかけもどった。響はドアにかぎをかけてから、一人で頭をかかえこんでしまった。

「どうしてだよ！　どうして！」

　もしかして、ミュージックスナックのききめが切れてしまったのだろうか？　だとしたら、タイミングがわるすぎる。せめて、きょうだけでも、なんとかのりきらないと。そうだ！　あの袋ふくろ！　まだバッグの中に入れてある。もしかしたら、かけらくらいのこっているかも。そのかけらで、ききめをとりもどせないかな？

　わらにもすがる思いで、響はバッグをさぐった。ミュージックスナックの袋は見つかったが、中なか身みはからっぽだった。スナックのかけらも、のこってはいなかった。

　あきらめるな！　こうなったら、このお菓か子しをつくっている会社をしらべて、同じお菓か子しをとどけてもらえばいいんだ。きっとできる。きっとだいじょうぶ。

　ふるえる手で響ひびきは袋ふくろをひっくりかえし、お菓子会社の電でん話わ番ばん号ごうがのっていないか、しらべた。

　電話番号はなかった。かわりに、こんなことが書かれていた。


〈ミュージックスナック。お気き軽がるに音楽家になりたい方におすすめのスナックです。これを食べれば、どんな人も音楽の天才になれます。モーツァルト、ロッシーニ、バッハ、シューベルト、チャイコフスキーと、味あじのバリエーションは多た彩さいで、お好すきな作さっ曲きょく家かをえらぶことができます。取とり扱あつかい上じょうの注ちゅう意い……ミュージックスナックは、ひと袋につき一人の作曲家タイプにしかなれません。その作曲家の曲はかんぺきに演えん奏そうできますが、べつの作曲家の曲を演奏することはできません。この袋は、モーツァルト風ふう味みです〉



　響は床ゆかにへたりこんでしまった。手がぶるぶるふるえていた。頭の中でわんわんと音がする。

「モーツァルト風味……モーツァルト……だから、シューマンの曲は……演奏できない……」

　ぼうぜんとしていると、部へ屋やの外からがやがやと話し声がきこえてきた。ドンドンと、ドアもたたかれだした。

「立たち花ばなくん！　ここをあけなさい！」

「響ひびき！　そこにいるんでしょ！　お母さんよ！」

「これはどういうことですか、先生？　さすがの天才少年も、こういう大おお舞ぶ台たいには緊きん張ちょうしてしまったということですか？」

「ちょっと！　やめてくださいよ、こんなときに！　だれか！　カメラを追おっぱらって！」

「響！　だいじょうぶだから。だから出てきて！」

　さわぎが大きくなっていくなか、響は一人でふるえていた。このミュージックスナックを売ってくれたおばさんの言こと葉ばが、よみがえってきた。

　――「ミュージックスナックは、音楽を楽しむためのもの。あまり天てん狗ぐにならぬよう、お気をつけなさんせ」

　あの言葉の意い味みが、やっとわかった。そうだ。ミュージックスナックの力で有ゆう名めいになっちゃいけなかったんだ。努ど力りょくがまったくいらない方ほう法ほうで、本ほん物ものじゃない力で、いっしょうけんめいがんばっている人たちの前に出ていっちゃいけなかった。ずるい方法でコンクールで勝かとうとするなんて。ああ、なんてばかだったんだろう！
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　響ひびきは死しぬほど後こう悔かいした。

「ごめんなさい。ごめんなさい」

　だが、あやまっても後悔しても、外のさわぎはどんどん大きくなるばかり。だれかが「合あい鍵かぎを持もってこい！」とさけぶのがきこえ、響はいよいよ追おいつめられた。

　いやだ。今はだれにも会いたくない。だれにも顔を見られたくない。でも、逃にげ場ばはどこにもないし……。だれかたすけて！　たすけて！

　このときだった。ふいに、外がしずかになった。あれほどのさわぎが一いっ瞬しゅんできこえなくなったのだ。まるで、世せ界かいから音がなくなったみたいだ。

　どうしたんだろう？　どうして急きゅうにしずかになったんだろう？

　おびえている響の前で、かちゃりとドアノブがまわり、ドアがあいた。

　ゆっくりと入ってきたのは、赤あか紫むらさき色いろの着き物ものを着た、白い髪かみの大きなおばさんだった。ミュージックスナックを売ってくれたおばさんだ。

　思わぬ人の登とう場じょうに、響ひびきは声が出なかった。おまけに、目をこらせば、おばさんのうしろ、控ひかえ室しつのむこうには、ばたばた人がたおれていた。お母さんに、ホールのスタッフの人、テレビ局きょくの人も、みんな目をとじて床ゆかにたおれている。

　響を安あん心しんさせるように、おばさんはのんびりとした口く調ちょうでいってきた。

「なあに。ちょいとねむっていただいてるだけでござんす。心しん配ぱい無む用ようでござんすよ」

　にこりとしたあと、おばさんはまじめな顔になって、響に頭をさげてきた。

「おじゃましてしまって、ほんと、もうしわけござんせん。じつは、前におわたししたミュージックスナックに手ちがいがござんして。賞しょう味み期き限げん切ぎれのをおわたししてしまったと、わかったんでござんすよ。これは、まったくこちらのミス。とんでもないことをしてしまったものでござんす。なにとぞ、おゆるしくださんせ」

　おわびといってはなんですがと、おばさんは手に持もっていたつつみをひらいてみせた。響は息いきをのんだ。ふろしきには、ミュージックスナックの袋ふくろがいくつも入っていたのだ。

「おわびに持もってまいりました。モーツァルト風ふう味みにベートーベン風味、バッハ、ロッシーニ、ブラームス。もちろんシューマン風味もござんす」

「シューマン……」

「あい。どれでも一つ、えらんでくださんせ。もちろん、お代だいはけっこうでござんすよ」

　響ひびきは思わず手をのばしかけた。のどから手が出るほど、シューマン風味のミュージックスナックがほしかった。これがあれば、この危き機きをのりこえられる。これさえあれば。

（……でも、それじゃ同じことのくりかえしだ。やっぱり……それじゃだめだよ）

　うなだれる響を、おばさんはじっと見ていた。それから小さく笑わらった。

「どうやら、ぼっちゃんは、べつのものをおのぞみのようでござんすね。なにをおのぞみでござんす？　いっておくんなさい。銭ぜに天てん堂どうのおかみ、紅べに子この名にかけて、かなえてさしあげようじゃござんせんか」

「……もどりたい」

「はい？」

「もどりたい。ミュージックスナックを食べる前にもどりたい。ミュージックスナックを食べなかったら、こ、こんなこと起おきたりしなかった。だから、もどりたい」

　でも、そんなことはむりに決きまっている。

　涙なみだがこぼれてきて、響ひびきは顔をおおった。そんな響に、おばさんは大きくうなずいたのだ。

「それなら、これなどいかがでござんす？」

　さしだされたおばさんの手には、小さな四角いものがのっていた。うすい水色の紙でつつんであるものだ。

「消けし消しガムでござんす。これをかめば、すぎてしまった時間、起きてしまったできごとを消すことができるんでござんすよ。さ、受うけとってくださんせ。ほら、えんりょせずに。こうでもしないと、こちらの気がすまないってものでござんす」

　響は、おそるおそるガムを受けとった。なんの変へん哲てつもない、ただのチューインガムに見えるけど。でも、このふしぎなおばさんがくれたものだ。ぜったいききめはあるはずだ。

　息いきを一つすってから、響ひびきはガムを口に入れた。すうっと、ミントみたいにさわやかな味あじがした。かむと、しゅわしゅわっと、泡あわが出てきた。

　ガムをかみながら、響は一いっ心しんに祈いのった。

　ミュージックスナックを食べる前にもどりたい。もどりたい。もどりたい。

　だんだんと頭の中が白くなってきた。いろいろなことが消けしゴムで消されていくみたいだ。

　ああ、なんだろう。もうなにも……わからない。




　ふと気がつくと、響は路ろ地じの前に立っていた。

「あれ、なんだってこんなところに？」

　なんだか、立ったまま夢ゆめを見ていたような気がした。すごく長い夢だったんだけど、ぜんぜん思いだせない。

「あっ！　やば。ピアノのレッスン！」

　遅ち刻こくしたら、佐さ々さ木き先生におこられる。いそいで歩きだしながら、響ひびきはすこしふしぎに思った。

　なんでかな。いつもよりレッスンがいやじゃないや。おこられるよりも、もっとこわい目にあったせいかな？　でも、こわい目って、なんだったっけ？

　首をかしげながら、響はピアノ教室へとむかっていった。




　立たち花ばな響ひびき。十歳さい。平へい成せい十三年の十円玉の男の子。
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（あっ！）

　なにげなく右みぎ側がわに目をやった大だい輝きは、息いきをのんだ。

　むこうの通りを、女が一人歩いていた。背せが高い、大きな女だ。髪かみは真まっ白しろだが、顔はふっくらとしていて、しわひとつない。古こ銭せん柄がらの赤あか紫むらさき色いろの着き物ものを着て、大きめの手さげを持もって、ゆったりと歩いていく。

　あれだ！

　大輝の目が光った。

　大輝は、小さな探たん偵てい社しゃの社しゃ員いんだ。探偵といっても、たのまれれば、いろいろなことをする。スズメバチの巣すの駆く除じょだとか、いなくなった猫ねこをさがすだとか、亡なくなったおばあさんの金きん庫こをこじあけるだとか。ほとんど、なんでも屋やと変かわらない。

　そして、一か月ほど前からは、人さがしをしていた。

　依い頼らいしてきたのは、北きた島じまという若わかい男だった。顔をマスクでかくしてはいたが、人から好すかれないタイプの男だと、大輝にはひと目でわかった。プライドが高くて、すぐに他た人にんを見くだすやつだ。でも、お客きゃくさまは神かみさまだ。大輝はていねいに話をきくことにした。

「人をさがしてくれ」

　北きた島じまは横おう柄へいにいってきた。

「銭ぜに天てん堂どうって、こぎたない駄だ菓が子し屋やをやってる女だ。名前は知らない。おばはんだよ。顔は若わかっぽいけど、髪かみは真まっ白しろだ。体はやたらでかい。あんたよりもでかくて、太ってる。あと、着き物ものを着てることが多いはずだ。おれが見たときは、古こ銭せんの柄がらが入った、赤あか紫むらさきの着物すがただった」

「あの、もうすこしくわしく情じょう報ほうをいただけませんかね？」

「なんだよ？　これだけじゃたりないってのか？」

　目をぎらつかせながら、北島は身みをのりだしてきた。

「それで十分だろ？　とにかく、見りゃわかる。ひと目でわかるんだよ、あの女は。目立つからな。いいから、さがしてくれ。何日かかってもかまわない。そいつが住すんでる場ば所しょをつきとめてくれ。じゃなけりゃ、その女の弱みになりそうなものを見つけだしてくれ。金かねははらうから」

　北きた島じまの目からも声からも、にくしみがあふれていた。

　大だい輝きは内心、顔をしかめた。こいつは、やばいやつだ。きっと、その女の人になにかわるいことをしようというんだろう。だが、たのまれたことをするのが、大輝の仕し事ごとだ。ひきうけるしかなかった。

　それから一か月、大輝はあちこちでききこみ調ちょう査さをした。

　なみの男よりも背せが高く、大おお柄がらで、髪かみが真まっ白しろな女。北島のいったとおりなら、めったにいないタイプだ。きっと、いろいろな人が見ている。それに、店の名前もわかっているのだ。ちょっとしらべれば、すぐに見つかるだろう。そう思ったのだが……。

　みごとなくらい、調査はからぶりだった。

　そんな女は見たことがない。

　銭ぜに天てん堂どうなんて駄だ菓が子し屋やは、ここらにはない。

　だれにきいても、そんな答えが返かえってきた。

　日がたつにつれて、大輝はあせってきた。どうして見つからない？　どうして、なんの手がかりも出てこない？　北島からは、「まだ見つからないのか！」と、怒いかりのメールや電話がひっきりなしに入るし、正しょう直じき、ノイローゼになりそうだった。

　だからこそ、条じょう件けんにすべてあてはまる女を見つけたときは、うれしさと興こう奮ふんで、とびあがりそうになった。

　あれだ。あのおばさんに、まちがいない。

　すぐさま、大だい輝きはあとをつけはじめた。女は、まったく足をとめることなく歩いていく。足どりはゆったりとしているが、散さん歩ぽしているのではなく、どこかにむかっているようだ。

　家に帰るのだろうか？　銭ぜに天てん堂どうとかいう店に行くのだろうか？　あるいは、なにかだいじな用で、目もく的てき地ちにむかっているのかもしれない。

　大輝は慎しん重ちょうにあとをつけていった。

　やがて、女はスーパーの中に入っていった。どこにでもありそうな町のスーパーだ。

「なんだ、買かい物ものか」

　大輝もスーパーに入った。

　見れば、女はレジのすみっこのほうにいた。買い物に来たわけではないらしい。なにげなく、大だい輝きは女に近づいてみた。

　女は、一台のカプセルトイの前にいた。カプセルトイというのは、小こ型がたの自じ動どう販はん売ばい機きのようなものだ。小さなカプセルがいっぱい入ったケースで、小こ銭ぜにを入れてレバーをまわすと、おもちゃやカード、お菓か子しなどが入ったカプセルが出てくる。

　大輝がこっそり見ている前で、女はカプセルトイのケースのふたをとりはずし、手さげからなにかをとりだして、中に入れはじめた。カプセルをつぎたしているんだと、大輝は気づいた。

　カプセルトイの中がいっぱいになると、女はケースのふたをとじた。そして、まっすぐ大輝のほうを見たのだ。

　女はふしぎな笑えみをうかべていた。なにもかもわかっていますよ、といわんばかりの笑みだ。

　このおばさん、おれのことに気づいていた！

　大輝はぎょっとなった。知らんぷりしようにも、目をそらせない。

　凍こおりついている大輝にむかって、女が歩みよってきた。そうして、大輝の横よこを通りすぎたときだ。女は大だい輝きにささやきかけてきた。









[image: ]











「銭ぜに天てん堂どうごじまんのカプセルトイでござんす。お役やくに立つと、ようござんすね。本日の幸こう運うんのお客きゃくさま」

　あまくて、深ふかみのある声だった。

　大輝の金かなしばりが、ようやくとけた。ふりかえれば、女のすがたはどこにもなかった。あわててスーパーをとびだして、さがしてみたが、むだだった。

　大輝は女を見うしなってしまったのだ。

「くそ！」

　思わず悪あく態たいをついた。こんなミスをするなんて。

　自分に腹はらを立てながら、大輝はいったんスーパーにもどった。あの女がいじっていたカプセルトイのことが、なんだか気になったのだ。

　そのカプセルトイは一台だけ、ぽつねんとスーパーのすみのところにあった。ケースには大きな字で、「役やく立だちおもちゃ、カプセルトイ。今のあなたにとって、役に立つおもちゃをさしあげます。なにが出てくるかはお楽しみ。銭天堂が提てい供きょうする最さい高こう級きゅう品ひんです。本日は、一回百円」と書いてあった。

　大だい輝きは、とつぜん、とんでもなく、このカプセルトイをやりたくなってしまった。役やく立だちおもちゃとやらが、ほしくてたまらない。まるで小さな子どもにもどったような気分だ。あの女を見うしなったことさえ、頭の中から消きえてしまった。

　いそいでさいふから百円玉をとりだした。ところが、その百円玉は機き械かいの中に入っていかなかった。まるでカプセルトイがこばんでいるようだ。

　しかたなく、べつの百円玉を入れてみると、今こん度どはすんなり入っていった。

　と、カプセルトイからあまったるい声がきこえてきた。

「おめでとうございます。本日の幸こう運うんのお宝たから、昭しょう和わ六十二年の百円玉、たしかにいただきました。どうぞレバーをまわしてください」

　大輝は、わくわくしながらレバーをまわした。

　がちゃり。

　大きな音をたてて、カプセルが出てきた。まるい、かなり大きめのプラスチックボールだ。

　この中に、おれのほしいものがある！

　大だい輝きは、カプセルを二つにわった。出てきたのは、まるい厚あつ紙がみが十枚まい。メンコだと、大輝は気づいた。

　メンコは、いたってシンプルなあそびだ。あらかじめ地じ面めんにおいてある相あい手てのメンコに、自分のメンコをたたきつけるだけ。相手のメンコがひっくりかえったら、それをもらうことができる。とった、とられたの真しん剣けん勝しょう負ぶだから、とてもおもしろい。

　大輝も、子どものころはよくこれであそんだ。お気に入りのメンコをライバルにとられてしまったときは、とりかえそうと、必ひっ死しで練れん習しゅうしたものだ。今でもまだつくられていたのかと、大輝は正しょう直じきおどろいた。

　それに、このメンコはちょっと変かわっていた。ふつうは、いろいろな柄がらやヒーローの絵などがついているものなのに、十枚まい中ちゅう、九枚は真まっ白しろだ。絵がついているのは一枚だけ。しかも、その絵はおそろしい顔をした悪あく魔まだった。

　さらにしらべてみると、説せつ明めい書しょらしき紙が折おりたたんで入っていた。そこには、こんなことが書かれていた。


〈やあやあ、この商しょう品ひんをあてたってことは、きみは相そう当とうストレスがたまっているね。いやなやつに、いやなことをされているんじゃないかい？　そういうやつに思い知らせてやりたいときは、このしっぺがえしメンコの出番だ。やり方はかんたん。まず、白いメンコの一枚まいに、仕し返かえししてやりたいやつの名前を書く。それを、悪あく魔まのメンコで、ひっくりかえそう。それで仕返しは完かん了りょうだ！〉



　大だい輝きは、何なん度ども説せつ明めい書しょを読みなおした。

　メンコをつかうだけで、いやなやつに復ふく讐しゅうができるだって？　そんなこと、本当にできるのだろうか？　いやいや、そんなの、あるわけないじゃないか。

　そう思うのに、どういうわけかメンコをすててしまう気にはなれなかった。しっぺがえしメンコには奇き妙みょうな魅み力りょくがあって、大輝の心をはなさなかったのだ。

　けっきょく、大輝はメンコをポケットにしまった。まあ、気き晴ばらしをしたくなったら、やってみようじゃないか。

　スーパーを出たところで、ふいに携けい帯たいが鳴った。出てみると、北きた島じまだった。

「北島だ。どうなってるんだよ？　調ちょう査さは？　あの女は見つけられたのか？」

「あ、いや、はい。それがですね、ええっと、それらしき人じん物ぶつは見つけられたのですが、まだ住すまいや店の場ば所しょは確かく定ていできていないんですよ」

「なんだよ、それ？　見つけたけど、確定できないって？　まさか、逃にげられたのか？　ああっ？　そうなんだな！」

　そのあと、大だい輝きは北きた島じまにさんざんののしられた。

「てめえ、ふざけんな！　こっちは客きゃくだぞ！　金かねはらってるんだぞ！　さっさと女の居い場ば所しょをつきとめろよ！　この、役やく立たたず！」

　ぶちっと、携けい帯たいが切れた。

　さあ、大輝は頭にきてしまった。怒いかりのあまり、目の前が真まっ赤かになったほどだ。

　その日、自分のアパートに帰ってからも、怒りはなかなかおさまらなかった。

　これまでも、客におこられることはあった。だが、あの北島という男には、がまんできなかった。はっきりとした悪あく意いを感かんじるせいかもしれない。

　あいつは、わるいやつだ。あのおばさんの居場所をつきとめたいのも、なにか悪あく事じをはたらくためにちがいない。ちくしょう！　あんなやつのいうことをきくのは、もうまっぴらだ。人をばかにして。なにさまのつもりだ！　ああ、やりかえしてやりたい！

　うろうろと、部へ屋やの中を歩きまわっていたときだ。ふいに、しっぺがえしメンコのことを思いだした。

　あれだ！　あれをつかおう！　効こう果かがあるとは思わないが、それでもちょっとは気が晴れるだろう！

　大だい輝きはいそいでしっぺがえしメンコをとりだし、白いメンコの一枚まいに、「北きた島じま」と書いた。そして、それを床ゆかの上におき、自分は悪あく魔まの絵がえがかれたメンコを持もった。

　さあ、こいつで北島のやつをひっくりかえしてやる。

　大輝は悪魔のメンコをかまえ、思いっきり床にたたきつけた。

　メンコをやるのは二十年ぶりくらいだったが、体がこつをおぼえていたらしい。

　ばしんっ！

　一発ぱつで、白いメンコがひっくりかえった。その瞬しゅん間かん、大輝は大きな笑わらい声ごえをきいた気がした。
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　夢ゆめからさめたような気分で、大だい輝きはひっくりかえったメンコを見た。なんだか、とてもすっきりしていた。さっきまでの怒いかりが、きれいに消きえてしまっている。

「メンコって、ストレス解かい消しょうにいいのかもな」

　そんなことをつぶやきながら、大輝はメンコをかたづけ、おふろに入った。出てきてからビールを出し、それを飲のみながらテレビをつけた。

　ちょうど、ニュースをやっていて、きれいな女じょ性せいキャスターが話しはじめたところだった。

「今入ったニュースです。カリスマ美び容よう師しとして、一いち時じ期き、お茶ちゃの間まをにぎわせていた北きた島じま典のり行ゆきさん。ですが、弟で子しが考えたヘアスタイルをぬすんだり、客きゃくに法ほう外がいな代だい金きんを要よう求きゅうしていたことが発はっ覚かくし、カリスマ美容師から一いっ転てん、イカサマ美容師とよばれるようになったことは、ご記き憶おくの方も多いと思います。その北島さんが、今こん度どは交こう通つう事じ故こを起おこしました」

　ばーんと、若わかい男の写しゃ真しんが出た。その写真に、大輝はくぎづけとなった。

　この目つき。まちがいない。あの男だ。客の北島だ。

　たらりと、大だい輝きは冷ひや汗あせをかいていた。もしかして、本当にしっぺがえしメンコの効こう果かがあったのか？　おれがメンコをつかったせいで、あの男は死しんでしまったのか？　だとしたら、ああ、どうしよう！

　そう思ったとき、女じょ性せいキャスターがさらに言こと葉ばをつづけた。

「目もく撃げき者しゃの話によると、北きた島じまさんの乗のった車は、とつぜん道どう路ろをそれて、めちゃくちゃな走りを見せたあげく、花か壇だんに乗りあげて、ひっくりかえったそうです。さいわい、まきこまれた人はおらず、北島さん自じ身しんも、大きなけがなどは負おっていないとのことです。ただ、『あいつのせいだ！　あの駄だ菓が子し屋やの女のせいだ！　あいつの駄菓子がおれをはめたんだ！』などと、意い味み不ふ明めいのことをいっているとのことです」

　そこでコマーシャルとなったが、大輝はもうテレビなど見てはいなかった。

　しっぺがえしメンコだ。あれのしわざにまちがいない。あれは、使つかい方かたをまちがえば、とんでもないことを起おこしてしまう代しろ物ものだ。今すぐ、すててしまわなければ。いや、もやしてしまおう。

　大輝は、いそいでライターをとりに行った。




　さて、同じニュースを、小さな古いテレビで見ている者ものがいた。高く結ゆいあげた白い髪かみ。ふっくらとした顔に、赤いくちびる。大きな体をつつむ、赤あか紫むらさき色いろの着き物もの。銭ぜに天てん堂どうのおかみ、紅べに子こだ。

　テレビに映うつしだされた北きた島じまの写しゃ真しんを見て、紅子はふふふと笑わらった。

「おやおや、だれかと思えば、前にカリスマボンボンをお買いになったお客きゃくさまじゃござんせんか。……なるほど。このところの、だれかにねらわれているという感かんじは、この人のしわざでござんしたか。不ふ運うんになったのは、ご自分のせいなのにねえ。ふふふ。さかうらみするなら、ご用心。なにせ、銭天堂の駄だ菓が子したちは、みんな、この紅子さんの味み方かた。へたなうらみやにくしみなどに、負まけるようなことはござんせんからねえ」

　笑いながら、紅子はぱちんとテレビを消けした。




　長は谷せ川がわ大だい輝き。四十二歳さい。昭しょう和わ六十二年の百円玉の男の人。
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　みどりさんは独どく身しんだ。もうずいぶん長いあいだ、一人ひとり暮ぐらし。ふだんは一人暮らしは気楽でいいなと思うのだが、ときどき、とてもさびしく感かんじることがあった。

　さびしい。さびしい。だれもいない部へ屋やの中が、さびしくてたまらない。だれかにいてほしいのに。だれかがそばにいてくれれば、それだけで満みちたりた気分になれるのに。

　でも、そんなだれかは、いないのだ。そういうときは、買かい物ものをしたり、すてきなレストランで食しょく事じをしたり、コンサートに行ったりして、さびしさをふきとばすことにしていた。

「ほら、独身でよかったじゃない。だんなや子どもがいたら、とてもこんなふうに自分のものを買ったり、ごうかなランチをいただくことなんて、できやしないわ」

　そうやって、みどりさんは自分のことをなぐさめていた。

　さて、ある日曜日のこと。みどりさんはいつにもまして、さびしさを感じた。

「これは買い物に行かなくちゃ」

　みどりさんはお気に入りのショッピングモールに行き、最さい初しょに入ったお店ですてきなテーブルクロスを見つけた。クリーム色の地じに、きれいなすみれの刺し繍しゅうがされているもので、ひと目で気に入って買ってしまった。

　お次つぎに入った輸ゆ入にゅう雑ざっ貨かのお店では、心にぴたりとくるようなティーポットとティーカップのセットを見つけた。ポットもカップも、美うつくしい金とブルーのつたもようにおおわれていて、大きさも品ひんのある形も、まさにみどりさん好ごのみ。もちろん、みどりさんはそれを買った。

　こんなにすてきだと思うものが見つかるなんて。きょうはラッキーだわ。テーブルクロスにティーセットが見つかったとなれば、もしかして……。

　期き待たいをこめて、みどりさんは大だい好すきなケーキ屋やさん、「ヴェルデ」にむかった。

　店の前まで来ると、みどりさんはいったん息いきを大きくすった。じつは、このケーキ屋さんの店長は、小学生のころの同どう級きゅう生せいなのだ。名前は山やま本もと明あきら。ごつい顔をしていたので、あだ名はゴッチ。

　みどりさんは、このゴッチが大のにがてだった。小さいときは、さんざんいじわるをされて、泣なかされたものだ。だから、中学生になってゴッチが転てん校こうしていったときは、うれしくてたまらなかった。

　もう二度どと会わずにすむと、そう思っていたのに。何十年もたってから、再さい会かいするなんて。ひと目で、あいつだとわかってしまうなんて。しかも、よりにもよって、ものすごくおいしいケーキ屋やさんの店長になっているなんて。人生ってままならないと、みどりさんはため息いきをつく。

　さいわいなことに、むこうはみどりさんのことに気づいていないらしい。ただのケーキ好ずきなお客きゃくさんと思ってくれているみたいなので、みどりさんはちょっと安あん心しんしているのだった。

　よし、店に入る覚かく悟ごはできた。みどりさんはドアをあけた。

「こんにちは」

「いらっしゃいませ！」

　ゴッチがにこりと笑わらいかけてきた。まあ、この笑え顔がおときたら。むかし、いじめた同どう級きゅう生せいだとも知らないで、いい気だこと。心の中で、みどりさんは悪あく態たいをついた。ケーキがこんなにもおいしくなければ、こんな店、ぜったい来ないのに。

　そんなことを思いながら、みどりさんはショーケースの中をのぞきこんだ。はたして、いつも売りきれている大人気のケーキが、奇き跡せき的てきに一つだけのこっていた。

「やった！」

　大きなホールのそのケーキと、さくさくクッキーを二種しゅ類るい、おおばんぶるまいでみどりさんは買った。うれしくて、思わずにこにこしてしまったら、ゴッチがにやっと笑わらってきた。とたん、みどりさんはむっとした。

　なによ、もう！　どうせ、なんて食くいしん坊ぼうなんだって、思ってるんでしょ！　いやなやつ！

　でも、店の外に出ると、ふゆかいな気分もふきとんだ。

　さあ、あんなやつのことなんか、わすれてしまいましょう。お買かい物ものももう十分。家に帰って、さっそくおやつにするとしましょう。

　みどりさんはほくほく顔で、家への道を歩きはじめた。まず、テーブルクロスをテーブルにかけるでしょ。それからケーキとクッキーをならべて、そしてポットにお茶をいれて……。

「いけない！」

　みどりさんは、はっと立ちどまった。紅こう茶ちゃをきらしていたことを、すっかりわすれていたのだ。

　どうしよう。緑りょく茶ちゃと麦茶ならあるんだけれど。緑茶でがまんする？　いいえ、だめよ。このすてきなポットとカップには、どうしたって紅茶じゃなくちゃ。ありきたりのティーバッグなんかもだめ。ちゃんと缶かんに入った、香かおりの高いやつでないと。

　ちょっとめんどうだけど、もどって紅茶を買ってこよう。きびすを返かえしたとき、みどりさんは横よこの路ろ地じの奥おくに小さなお店があることに気づいた。

　駄だ菓が子し屋やさんみたいね。お菓か子しはもうケーキがあるし、あんな駄菓子屋さんにはお茶はおいていないだろうし。きょうは寄よる必ひつ要ようなしね。

　そう思ったのに、なぜかみどりさんは、その駄菓子屋「銭ぜに天てん堂どう」にむかって歩きだしていた。

　店の前まできてみると、そこにはたくさんの駄菓子がおかれていた。どれもこれも、みどりさんが知っている駄菓子とはちがうものばかりだ。

　なんだか、どきどきしてきた。なにか買いたくてたまらなくなってくる。でも、どれを買ったらいいのかしら？

「なにか、おさがしでござんすか？」

　声をかけられ、みどりさんはあやうくだいじなケーキを落おとすところだった。

　ふりかえると、すぐうしろに大きな女の人が立っていた。まあまあ、小山のように大きくて、どっしりとしている。大きな古こ銭せん柄がらをあしらった赤あか紫むらさき色いろの着き物ものを着ているせいもあって、迫はく力りょく満まん点てんだ。髪かみは真まっ白しろだったが、うらやましくなるほど豊ゆたかでつややかで、たくさんさしこんだガラス玉のかんざしがよく映はえている。

　それに髪は白くても、福ふく々ぶくしい顔にはしわはなく、みどりさんよりもずっと若わかく見えるくらいだ。でも、この堂どう々どうたる貫かん禄ろくは、みどりさんをはるかにしのぐ。みどりさんは、自分が小さくてか弱い女の子になってしまったような気がした。

　おどおどしているみどりさんをじっと見つめながら、女の人はにこっと笑わらいかけてきた。

「おどろかせてしまって、もうしわけござんせん。おかみの紅べに子こでござんす。さあさ、なにがおのぞみでござんしょう？　品しなぞろえがじまんの銭ぜに天てん堂どう。かならずや、お客きゃくさまのおのぞみをかなえてみせましょう」
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　自じ信しんたっぷりにいわれて、みどりさんは自分がほしいものを思いだした。

「あの、わたし……紅こう茶ちゃがほしくて……」

「なるほど」

　おかみは、みどりさんから目をはなさずにうなずいた。こちらの胸むねの中まで見すかすような、ふしぎなまなざしだった。それから大きく笑わらったのだ。

「お客さまは本当に運うんがよい。お客さまにぴったりのお茶を、ちょうど仕し入いれたところでござんすよ。ほら、こちらでござんす」

　おかみは、四角い缶かんを棚たなからおろし、みどりさんにさしだした。

　金色の缶には、たくさんの人たちがあつまってお茶を飲のんでいるすがたが、えがかれていた。いろいろな国の、いろいろな人たちだ。みんな笑え顔がおで、心からお茶とおしゃべりを楽しんでいるのがわかる。

「おもてなしティーでござんす。味あじわいも、香かおりも、最さい高こうのもの。いかがでござんす？　こちらがおいやなら、ほかのお茶をお出しするでござんすが」

　いやだなんて、とんでもなかった。ひと目見た瞬しゅん間かんから、みどりさんはそのお茶を買うと心に決きめていたのだ。

「い、いただくわ。おいくらかしら？」

「一円でござんす」

「えっ？」

　ききまちがいかと、みどりさんは思った。一円だなんて、まさかそんな。いくらここが駄だ菓が子し屋やだからって、ありえない。

　ところが、おかみは、ふふふと笑わらったのだ。

「本日のお宝たからは一円。だから、一円でこちらの商しょう品ひんをお売りするのでござんす。これは、この銭ぜに天てん堂どうの決まりごと。どうぞあれこれ考えることなく、ご自分のことだけを考えてくださんせ。おもてなしティーは一円でござんす。……さあ、いかがでござんすか？」

　いどむように問といかけられて、みどりさんはあわてて一円をとりだして、はらった。

「はい。たしかに平へい成せい二十年の一円玉でござんす。では、どうぞ。……よいお茶の時間を」

　こうして、みどりさんの買かい物ものはおわった。

　みどりさんは、ものすごいスピードで家にもどった。まず荷に物もつをおいて、それからおもてなしティーの缶かんをとりだし、じっくり見まわした。

　すてきな缶。ここにえがかれている人たちは、みんな本当に楽しそう。あら、こっちの人たちは楽がっ器きを演えん奏そうしているわ。こっちはみんなで乾かん杯ぱいしている。ああ、音楽や楽しげな笑わらい声ごえが、今にもきこえてきそう。

　もしかしたら、底そこの部ぶ分ぶんにも、なにかえがかれているかもしれない。缶をひっくりかえしてみると、そこには説せつ明めい書がきが書かれていた。


〈心に風がふくときはありませんか？　すべてが砂すなのようにくずれてしまいそうに感かんじるときはありませんか？　そんなときには、このお茶こそがあなたの助たすけとなるでしょう。おもてなしティーをお客きゃくさま用のカップにそそげば、あなたの心によりそい、あなたの孤こ独どくをいやす友をよびだします。よいお茶の時間を〉



「これって、つまりカップを二つ用よう意いして、お茶を両りょう方ほうにいれればいいってことよね？　そうすると、友だちがあらわれるっていうの？　そんなばかな、ねえ」

　でも、きょうは、ばかなことをやってみてもいい気がした。

　みどりさんは、お茶のしたくにとりかかった。やかんを火にかけ、お湯ゆがわくまでのあいだに、買ってきたテーブルクロスをテーブルにかけ、ケーキとクッキーをすてきに器うつわにもりつけた。

　買ってきたティーカップを二つならべたところで、お湯がわいた。みどりさんは缶かんのふたをあけた。缶の中にはぎっしりお茶ちゃっ葉ぱが入っていて、ふたをあけたとたん、なんともいえない、いい香かおりがたちのぼった。

　これまでにかいだことがないほどさわやかで、やさしくて、それでいて濃のう厚こうな香りだった。この香りをかぐだけで、なにもかもが満みたされた気分になる。お茶っ葉の状じょう態たいでこれなのだ。お湯をそそいだら、もっとすてきなことになりそう。

　わくわくしながら、みどりさんはお茶っ葉をたっぷり四杯はい、大きなポットに入れ、お湯をそそいだ。二分くらいたってから、カップにポットをかたむけた。

　カップの中に流ながれおちてきたのは、赤みがかった琥こ珀はく色いろのお茶だった。とても美うつくしい色だ。すきとおっているのに、深ふかい。光のかげんによっては、真しん紅くにも、やわらかな金色にも見える。またこの香かおりのよいことときたら。ああ、心がうきたつようだ。みるみるうちに楽しい気分になってきた。

　それに、だれかとおしゃべりをしたくなった。いろいろ楽しいことを話してくれる、陽よう気きに笑わらってくれる人。そんな友だちが今ここにいてくれたら、いうことなしなのに。

　そんなことを思いながら、もう一つのカップにお茶をそそいだときだ。ぽんと、びんのコルクがぬけるような音がしたかと思うと、目の前に大きな太ったおじいさんが立っていた。

　おしゃれな深ふか緑みどり色いろのセーターを着きて、頭に茶色のハンチング帽ぼうをかぶったおじいさんだ。真まっ白しろな長いひげをはやしていて、ほっぺたはリンゴのように赤く、目はきらきらしている。

　見知らぬおじいさんの出しゅつ現げんに、みどりさんはそれはもうおどろいた。でも、逃にげたり悲ひ鳴めいをあげたりはしなかった。できなかったのだ。なにしろ、このおじいさんは見るからに陽よう気きで楽しげな顔をしていて、好すきにならずにはいられないような、そんな人だったのだ。

　おじいさんはみどりさんにむかって、うれしそうに笑わらいかけてきた。

「こりゃうれしい。だれかにお茶にまねいてもらいたいと、そう思っていたところなのだよ。おまねき、ありがとう。よろこんで、ごちそうになりますぞ」

　ていねいにおじぎをするおじいさん。そのしぐささえ、愛あい嬌きょうたっぷりだ。みどりさんの口もとにも、しぜんに笑えみがうかんできた。この人に返かえす言こと葉ばは、一つしか思いうかばない。

「ようこそ。さあ、すわってください」

　おじいさんとみどりさんは席せきにつき、楽しいお茶の時間がはじまった。お茶はもんくなしにおいしかったし、ケーキもクッキーもおいしかった。でも、なによりすてきだったのは、おじいさんとのおしゃべりだった。

　おじいさんはおおいに食べ、おおいに飲のみ、そのことをとても楽しんでいるようすだった。おいしいおいしいと飲のみ食くいする人といっしょにいるのは、気き持もちよいものだ。

　おしゃべりがつづくうちに、おじいさんの正しょう体たいもわかった。なんと、サンタクロースだったのだ。

「まあ、そうだったんですか。あの、ごめんなさい。赤い服ふくを着きていらっしゃらないので、ちっともわかりませんでした」

「はははっ！　赤い服はとくべつな仕し事ごと着ぎ、いわば、わしの勝しょう負ぶ服ふくですからの。クリスマスイブしか着ませんのじゃ。ふだんはこのとおり、ふつうにおしゃれをしとります。いかがですかな、きょうのわしのかっこうは？」

「とてもすてきです」

　ほめられて、サンタクロースはもうにこにこ。ますますしゃべるのにみがきがかかり、いろいろなことを話してくれた。飼かっているトナカイたちの名前、夏の休きゅう暇かのすごし方、プレゼント作りをしてくれる小人たちと、おもちゃの工場のこと、そして、クリスマスイブのいそがしさ。

「さよう。なかなか大たい変へんですぞ。なにしろ、ひと晩ばんで世せ界かいじゅうをまわらねばなりませんからな。クリスマスの魔ま法ほうがたすけてくれなければ、とてもできんことですわい」

「クリスマスの魔法？」

「さよう。クリスマスは、わしにとくべつな〝時の魔法〟をあたえてくれますのじゃ。ふつうの時間が、わしにとってはちがうものになる。まあ、このことはトップシークレットゆえ、これ以い上じょうはいえませんがな」

　ぱちりと、サンタクロースはウィンクをしてみせた。

　楽しい時間はあっというまにすぎ、テーブルの上のお菓か子しはだいぶ少なくなった。ポットのお茶もなくなってしまった。

「お湯ゆをたしましょうか？　それとも、新しくお茶をいれましょうか？」

　みどりさんの言こと葉ばに、サンタクロースはかぶりをふった。

「いや、それはなりますまい。このポット一杯ぱいのお茶がなくなるまでの時間が、わしにあたえられた時間。そろそろおわかれの時間じゃ。楽しかったですぞ、みどりさん。おまねき、本当にありがとう」

「いえ、こちらこそ。本当に楽しかったですよ」

「では、最さい後ごの乾かん杯ぱいをするとしましょう」

　サンタクロースがカップを持もちあげたので、みどりさんもそれにならった。

「楽しい時間に乾杯！」

「乾杯！」

　そして二人は、最後のお茶を飲のみほした。

　みどりさんがカップをおろしたときには、もうサンタクロースはいなくなっていた。きっと、北国の深ふかい森の中にあるという、秘ひ密みつの村にもどったのだろう。

　ふしぎなことだが、サンタクロースが帰ってしまったことを、さびしいとは思わなかった。みどりさんはすっかり満まん足ぞくしていたのだ。サンタクロースとの楽しいひとときは、さびしさをきれいに消けしさってくれていた。今はとても幸しあわせな気分だった。

　サンタクロースが話してくれたことを思いだしながら、みどりさんは鼻はな歌うたまじりにかたづけをはじめた。

　それからというもの、みどりさんは、さびしくなったり、いやなことがあったりしたときは、おもてなしティーをいれて、お茶友だちをよぶようになった。

　やってくる人は、毎回ちがった。どうやら、みどりさんの心の状じょう態たいによって、まねかれる人もちがってくるらしい。

　ひたすら陽よう気きな気分を味あじわいたいときには、南国のダンサーがやってきて、情じょう熱ねつ的てきでにぎやかなダンスを見せてくれた。

　コンサートに行きそこねたときには、バイオリニストや作さっ曲きょく家かがあらわれて、みどりさんのために演えん奏そうをしてくれたり、曲きょくをつくってくれたりした。

　仕し事ごとで失しっ敗ぱいして落おちこんでいたときには、元気のいいおばあさんがあらわれて、前むきなことをたくさんいって、はげましてくれた。

　しとしと雨が降ふっていた日には、なんと、青ざめた幽ゆう霊れいがやってきた。みどりさんと幽霊はほとんどおしゃべりはせず、ただ雨の音に耳をかたむけながら、ものしずかな時間をゆっくり楽しんだ。

　本当にいろいろな時間を、おもてなしティーはみどりさんにあたえてくれた。家にいながら、さまざまな人たちとおしゃべりができるなんて。こんなすてきなものは、この世よに二つとないに決きまっている。みどりさんにとって、おもてなしティーは最さい高こうの宝たから物ものとなった。

　だが、おもてなしティーは飲のみ物もの。飲めば、当とう然ぜんなくなっていく。

　みどりさんはとても気をつけて、節せつ約やくしながら飲んでいたのだが、とうとう、あと一回分しかのこっていないというところまできてしまった。

　あの駄だ菓が子し屋やさんでまた調ちょう達たつしたいところだが、そうもいかない。あれから何なん度どもさがしに行ったのだが、あの駄菓子屋「銭ぜに天てん堂どう」はすがたを消けしてしまっていて、どこをさがしても見つからなかったからだ。

　あと一回分のお茶。最さい後ごのお茶。これは本当につらいときに飲のむとしよう。

　ほどなくして、みどりさんは、たまらないむなしさにおそわれてしまった。家の中がとても広く感かんじられた。ここはしずかすぎる。だれかにいてほしい。おしゃべりしなくてもいい。だれかがそばにいてくれる。その安やすらぎを感じたい。もちろん、おしゃべりをするのもすてき。同じものが好すきな人、趣しゅ味みが合う人、そしてやさしくて思いやりのある人。そういう人とお茶をしたい。今すぐに。

　がまんできず、みどりさんは最さい後ごのおもてなしティーをつかうことにした。お湯ゆをわかして、ポットにそそいで。

　さあ、おねがい。あらわれて。

　ねがいはすぐにかなえられた。でも、あらわれたのは、みどりさんが思いもしなかった相あい手てだった。

「えっ！　ええっ！　なんであなたが！」

　みどりさんがさけぶのも、むりはなかった。あらわれたのは、あのケーキ屋や「ヴェルデ」の店長、ゴッチだったのだ。もうみどりさんは、口をぱくぱくさせてしまった。

　ゴッチのほうも、びっくりしているようだった。しきりにまばたきをして、みどりさんを見たあと、「これは夢ゆめだな」と、ぼそりとつぶやいた。

　しかたなく、みどりさんは椅い子すをすすめた。

「あ、あの、どうぞすわってください。えっと、きょうは、わたしが自分でケーキを焼やいたんです。味あじ見みしていただけますか？」

「……いいですよ」

　最さい初しょはぎこちなくて、会話もぜんぜんはずまなかった。よりにもよって、なんでこの人が来ちゃったんだろうと、みどりさんは心の中でなげいた。

　すこしでもなにか話わ題だいを見つけなくちゃと、なんとはなしに、みどりさんはたずねてみた。

「そういえば、店長さんは、どうしてケーキ職しょく人にんになることにしたんですか？」

「いや、それは……ちょっと話すのがはずかしいんですよ」

　ごまかすように笑わらいながら、ゴッチはお茶をひと口すすった。と、その顔つきが変かわった。愛あい想そ笑わらいが消きえて、とてもまじめな顔になって、みどりさんを見つめてきたのだ。

「やっぱりお話ししましょう。じつは、小学生のときに好すきな女の子がいたんですよ。でも、ぼくはぶきっちょでね。はずかしさのうらがえしで、けっこうひどいことをしちゃったんです。ヘビのぬけがらをあげたり、でっかいカエルを下げ駄た箱ばこに入れたり」

「まあ……」

「ぼくとしては、気をひきたかったんですよ。でも、当とう然ぜんというか、きらわれてしまいましてね。それがくやしくて、今こん度どは悪わる口くちをいって……。泣なかせてばかりだったなぁ」

　ほろにがく笑わらうゴッチを、みどりさんはじっと見ていた。なんだか胸むねが苦くるしかった。どきどきして、息いきをするのもままならない。

　そんなみどりさんに気づかないまま、ゴッチは話しつづけた。

「けっきょく、その子にきらわれたまま、ぼくは転てん校こうすることになっちゃったんですよ。でも、このままわかれてしまうのがいやで。いつか、ぜったい、また会おう。会って、今度こそ、よろこんでもらえるようなことをしようって」

「それが……ケーキ屋やさん？」

「ええ。その子は、あまいものに目がなかったので。ケーキ屋さんになれば、いつかその子がぼくの店に来て、ぼくのつくったものを食べてくれるかもしれない。そう思ったんですよ」

　ばかですよねと、ゴッチは照てれくさそうに鼻はなの頭をかいた。

「子どものころの気き持もちがわすれられなくて、ケーキ職しょく人にんになるなんて。その子が自分の店に来るなんて、まずありえないことなのに。でも、やっぱりこだわっちゃうんですよ。……うちの店の名前も、その子の名前からとったんですよ。ヴェルデって、イタリア語で緑みどりって意い味みなんです」

　そういって、ゴッチはまっすぐ、みどりさんの目を見つめてきたのだ。その瞬しゅん間かん、みどりさんは悟さとった。ゴッチは、わたしがだれか、知っているんだ！

　長い沈ちん黙もくのあと、みどりさんは、やっとのことでいった。

「い、いつ気づいたの？」

「最さい初しょに、うちの店に来てくれたときから。ひと目でわかったよ。みどりちゃんだって。わからないはずないじゃないか。でも、そっちは知らん顔しているし。もしかして、まだぼくのことをおこっているのかなって思ってね……。だから、また来てもらえるように、うんとおいしいケーキをつくるしかないって、うでをふるったんだ。考えてみれば、うちの店が繁はん盛じょうするようになったのも、みどりちゃんのおかげだね」

　顔を見合わせ、二人は笑わらいだした。

「わたしたち、おたがい、すなおじゃなかったわね」

「うん。夢ゆめの中だと、こんなにすなおになれるのにね。残ざん念ねんだな。これが夢じゃなくて、本当のことだったらよかったのになぁ。そうしたら、ほんとになかよくなれたのに……」

　ちょっとさびしそうな顔をしながら、ゴッチは自分のティーカップに手をのばした。

　みどりさんは、はっとした。ゴッチのティーカップには、もう、ひと口分しかお茶がのこっていない。あれを飲のんだら、ゴッチはもとの場ば所しょにもどってしまう。今のできごとを、夢だと思いこんだまま。

　そう思ったとたん、つきんと、みどりさんの胸むねが痛いたんだ。初はじめて、まねいたお客きゃくとわかれるのがつらいと思ったのだ。

　このまま帰したくない。

　次つぎの瞬しゅん間かん、みどりさんは手をのばしていた。ゴッチの手からティーカップをうばいとり、早口でいったのだ。

「お茶、さめちゃったでしょ。新しいお茶をいれなおすわ。日本茶でもいい？」

「うん。いただくよ」
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「……それとね、山やま本もとくん」

「うん？」

「これ、夢ゆめじゃないから」

「えっ？」

「夢じゃないのよ。あなたは、わたしの家に本当に来ているの。本当なのよ」

　ぎょっとしたように、ゴッチが椅い子すから立ちあがった。その顔がみるみる赤くなっていく。こぼれおちそうな目をしているゴッチに、みどりさんは笑わらいかけた。

「きょうは、シチューをつくってあるの。よかったら食べていかない？　それで、もしよかったら、デザートをつくってくれたら、うれしいんだけど」

「えっ？　あ、あ、うん。つくる！　いや、あの、ごちそうになります！　えっと、その、いったん店にもどって、材ざい料りょうをとってくるから……デザート、なにが食べたい？」

「そうね。ティラミスかな」

「ティラミス！　わかった、ティラミスだね！　うん！　すぐ材料をとってくるから！」

　ばたばたと、ゴッチは大あわてで出ていった。きっと、ものすごいスピードでもどってきてくれるだろう。

　顔をほてらせながら、みどりさんも夕食のしたくをしはじめた。もはや、おもてなしティーの空あき缶かんには目もくれなかった。

　もしも、みどりさんがもう一度ど缶をあけて、中をのぞきこんでいたら、きっと気づいたことだろう。からになった缶の底そこの部ぶ分ぶんに、小さな字でこう書いてあることに。


〈最さい後ごの一杯ぱい分ぶんの茶ちゃ葉ばには、強い出会いの魔ま法ほうがこめられています。もしかしたら、あなたは運うん命めいの人をよびだせるかも。でも、運命の人と本当にむすばれるかどうかは、あなたの行こう動どう力りょくにかかっています……〉






　有あり馬まみどり。四十三歳さい。平へい成せい二十年の一円玉の女の人。








エピローグ
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　夕方、とどいたばかりの夕ゆう刊かんを見たとたん、紅べに子こさんはため息いきをついた。そこには、「怪かい盗とうルパン、ついに逮たい捕ほ！」という大きな見出しと、見おぼえのある男の写しゃ真しんが、ばばんと印いん刷さつされていたのだ。

「やっぱり。こういう結けつ末まつになるとは思ったんでござんすよ。せっかく忠ちゅう告こくしてあげたのに。……どうしてこう、幸こう運うんに見み舞まわれると、図にのってしまうお客きゃくさまが多いんでござんしょうね。幸運は、気をつけなければ、すぐに不ふ運うんに変かわるというのに。まったく、どうしようもござんせんね」

　このとき、奥おくから金色の小さなまねき猫ねこが走ってきた。メガネをかけ、手にはだいじそうにまるめた紙を持もっている。

　まねき猫ねこは紅べに子こさんの足もとまでやってくると、にゃにゃっと、声をかけてきた。

「おや、新作の駄だ菓が子しの企き画かく書しょでござんすかえ？　どれどれ。見せてくださんせ」

　紅子さんは、まねき猫をそっと手のひらにすくいあげた。紅子さんの手の上で、まねき猫は持もっていた紙をひろげてみせた。そこには、いろいろな駄菓子のアイディアが絵入りで書きこまれていた。

　紅子さんは虫メガネをつかって、ていねいに企画書を読んでいった。

「ほほう。しわとり梅うめ干ぼしに、獏ばくばくもなか。なかなかいいじゃござんせんか。このエプロンカステラなんか、きっとほしがるお客きゃくさんが多いことでござんしょう」

「にゃにゃ！」

「でも、こちらの鬼おによせあられ。これは、いまいちでござんすね。もうひと工く夫ふうできないものでござんすか？　いえ、そこをなんとかね」

　紅子さんとまねき猫は、熱ねっ心しんに話しはじめた。
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廣嶋玲子




（ひろしまれいこ）






神奈川県生まれ。『水妖の森』（岩崎書店）で、第4回ジュニア冒険小説大賞、『狐霊の檻』（小峰書店）で第34回うつのみやこども賞受賞。作品に『送り人の娘』（角川書店）、『盗角妖伝』『ゆうれい猫ふくこさん』（岩崎書店）、『秘密に満ちた魔石館』（PHP研究所）、「魔女犬ボンボン」シリーズ（角川書店）、「十年屋」シリーズ（静山社）、「鬼遊び」シリーズ（小峰書店）、「妖怪の子預かります」シリーズ（東京創元社）などがある。








絵




jyajya




（ジャジャ）






福岡県生まれ。モバイル事業を中心とした会社で、アプリ制作、コンテンツ制作、サイト運営に携わる。2011年にフリーデザイナーとして独立。現在は、イラスト制作などで、活躍の場を広げている。絵本作品に『２ひきのすてきなおくりもの』文／廣島玲子（教育画劇）がある。http://www.juno.dti.ne.jp/~jyajya/
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